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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　移動を検知して、かつ検知された移動に対応する出力を生成するように適応された移動
センサーを含むユーザーインターフェースと、
　センサー出力をコマンド出力に変換するように適応された前記ユーザーインターフェー
スと通信する処理ユニットと、
　各々が少なくとも１つの調整可能な属性を有し、前記処理ユニットによって制御される
少なくとも１つの電気的デバイスとを備え、
　前記コマンド出力は、デバイスリストをスクロールするように適応されたデバイススク
ロール出力、前記デバイスリストから選択されたデバイスに関連した属性リストをスクロ
ールするように適応された属性スクロール出力、および、選択されたデバイス属性に関連
し、かつ、デバイス属性の値を変更するために適応された属性変更出力から成るグループ
から選択され、
　検知された前記移動の方向が、起動された前記コマンド出力を決定する、多重デバイス
制御装置。
【請求項２】
　前記移動センサーは、光学センサー、タッチ検知表面、タッチレス表面、回転可能なデ
バイスあるいは、それらの混合か組み合わせのグループから選択される請求項１記載の装
置。
【請求項３】
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　前記電気的デバイスは、照明装置、カメラ、オーブン、皿洗い機、ストーブ、音響シス
テム、表示システム、警報システム、制御システム、医療機器、ロボット、ロボット制御
システム、熱および冷水供給デバイス、エアコンディショニングシステム、加熱システム
、換気システム、エァー・ハンドリング・システム、コンピューターおよびコンピュータ
ーシステム、化学プラント制御システム、コンピューター・オペレーティング・システム
および他のソフトウェア・システム、遠隔制御システム、それらの混合あるいは組み合わ
せからなるグループから選択される請求項１記載の装置。
【請求項４】
　単一の調整可能な属性を有する電気的デバイスのために、第１の方向の移動が前記処理
ユニットにデバイススクロール出力を出させ、そして、第２の方向の移動は、前記処理ユ
ニットに、同時にデバイスリストからアクティブな電気的デバイスを選択させると共に、
選択された電気的デバイスの単一の調整可能な属性の値を変更するために、属性変更出力
を出させ、
　ここで、各方向は正の要素および負の要素を持ち、そして、第１の方向の正の要素での
移動が、デバイスリストを前進モードでスクロールし、一方、第１の方向の負の要素での
移動が、デバイスリストを逆進モードでスクロールし、そして、第２の方向の正の要素で
の移動が、属性値を増加させ、一方、第２の方向の負の要素での移動が、属性値を減少さ
せ、そして、所望の値が得られるまで、検知された移動が継続され、そして、第１の方向
と第２の方向は、方向を識別するのに十分な量だけ異なる請求項１記載の装置。
【請求項５】
　複数の調整可能な属性を有する電気的デバイスのために、
　第１の方向の移動は、前記処理ユニットにデバイススクロール出力を出させ、
　第２の方向の移動は、前記処理ユニットに、同時にデバイスリストからアクティブな電
気的デバイスを選択させると共に、属性スクロール出力を出させ、そして、第３の方向の
移動は、前記処理ユニットに、同時に属性リストからアクティブな属性を選択させると共
に、選択された電気的デバイスの選択された属性のために属性変更出力を出させ、
　ここで、各方向は、関連した正および負の要素を有し、第３の方向の正の要素での移動
は、属性値を増加させ、一方、負の第２の方向での移動は、所望の値が得られるまで、属
性値を減少させ、第１の方向と第２の方向は、方向を識別するのに十分な量だけ異なると
共に、第２の方向と第３の方向は、前記量だけ異なる請求項１記載の装置。
【請求項６】
　移動センサーを有するユーザーインターフェースおよび処理ユニットを含む多重デバイ
ススイッチと、該スイッチと電気的に通信して該スイッチに制御される複数の電気的デバ
イスとを備え、
　前記電気的デバイスの各々は、少なくとも一つの調整可能な属性を含み、前記移動セン
サーの上、その近傍、および/又はその回りの移動は、前記処理ユニットへの出力信号を
生成し、前記処理ユニットは前記出力信号をデバイススクロール出力、属性スクロール出
力と属性変更出力のグループから選ばれたコマンド出力に変換し、そして、検知された移
動の方向が、生成されたコマンド出力のタイプを制御する電気的スイッチ装置。
【請求項７】
　前記移動センサーは、光学センサー、タッチ検知表面、タッチレス表面、回転可能なデ
バイスあるいは、それらの混合か組み合わせのグループから選択される請求項６記載の装
置。
【請求項８】
　前記電気的デバイスは、照明装置、カメラ、オーブン、皿洗い機、ストーブ、音響シス
テム、表示システム、警報システム、制御システム、医療機器、ロボット、ロボット制御
システム、熱および冷水供給デバイス、エアコンディショニングシステム、加熱システム
、換気システム、エァー・ハンドリング・システム、コンピューターおよびコンピュータ
ーシステム、化学プラント制御システム、コンピューター・オペレーティング・システム
および他のソフトウェア・システム、遠隔制御システム、それらの混合あるいは組み合わ
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せからなるグループから選択される請求項６記載の装置。
【請求項９】
　単一の調整可能な属性を有する電気的デバイスのために、第１の方向の移動が前記処理
ユニットにデバイススクロール出力を出させ、そして、第２の方向の移動は、前記処理ユ
ニットに、同時にデバイスリストからアクティブな電気的デバイスを選択させると共に、
選択された電気的デバイスの単一の調整可能な属性の値を変更するために、属性変更出力
を出力し、
　ここで、各方向は正の要素および負の要素を持ち、そして、第１の方向の正の要素での
移動が、デバイスリストを前進モードでスクロールし、一方、第１の方向の負の要素での
移動が、デバイスリストを逆進モードでスクロールし、そして、第２の方向の正の要素で
の移動が、属性値を増加させ、一方、第２の方向の負の要素での移動が、属性値を減少さ
せ、そして、所望の値が得られるまで、検知された移動が継続され、そして、第１の方向
および第２の方向は、方向を識別するのに十分な量だけ異なる請求項６記載の装置。
【請求項１０】
　複数の調整可能な属性を有する電気的デバイスのために、
　第１の方向の移動は、前記処理ユニットにデバイススクロール出力を出力させ、
　第２の方向の移動は、前記処理ユニットに、同時に、デバイスリストからアクティブな
デバイスを選択させると共に、属性スクロール出力を出させ、そして、第３の方向の移動
は、前記処理ユニットに、同時に、属性リストからアクティブな属性を選択させると共に
、選択された電気的デバイスの選択された属性のために属性変更出力を出させ、
　ここで、各方向は、関連した正および負の要素を有し、第３の方向の正の要素での移動
は、属性値を増加させ、一方、負の第２の方向での移動は、所望の値が得られるまで属性
値を減少させ、又、第１の方向と第２の方向は、方向を識別するのに十分な量だけ異なる
と共に、第２の方向と第３の方向は、前記量だけ異なる請求項６記載の装置。
【請求項１１】
　各々が、移動センサーを有するユーザーインターフェースおよび処理ユニットを含む複
数の多重デバイススイッチを備える電気的デバイス制御装置であって、
　前記スイッチの各々は、複数の電気的デバイスと電気的に通信して、該電気的デバイス
を制御し、前記電気的デバイスの各々は、少なくとも一つの調整可能な属性を含み、
　前記移動センサーの上、その近傍、および/又はその回りの移動は、前記処理ユニット
への出力信号を生成し、前記処理ユニットは前記出力信号をデバイススクロール出力、属
性スクロール出力と属性変更出力のグループから選ばれたコマンド出力に変換し、そして
前記検知された移動の方向が、生成されたコマンド出力のタイプを制御する電気的デバイ
ス制御装置。
【請求項１２】
　前記スイッチの各々と通信して前記スイッチおよび前記電気的デバイスを遠隔制御する
遠隔制御ユニットを更に備える請求項１１記載の装置。
【請求項１３】
　前記スイッチの各々と通信して前記スイッチおよび前記電気的デバイスを集中制御する
制御ユニットを更に備える請求項１１記載の装置。
【請求項１４】
　制御ユニット、全てのスイッチおよび全ての電気的デバイスを遠隔制御するように、前
記制御ユニットと通信する遠隔制御ユニットを更に備える請求項１３記載の装置。
【請求項１５】
　前記移動センサーは、照明装置、光学センサー、タッチ検知表面、タッチレス表面、回
転可能デバイスあるいは、それらの混合か組み合わせのグループから選択される請求項１
１記載の装置。
【請求項１６】
　前記電気的デバイスは、カメラ、オーブン、皿洗い機、ストーブ、音響システム、表示
システム、警報システム、制御システム、医療機器、ロボット、ロボット制御システム、
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熱および冷水供給デバイス、エアコンディショニングシステム、加熱システム、換気シス
テム、エァー・ハンドリング・システム、コンピューターおよびコンピューターシステム
、化学プラント制御システム、コンピューター・オペレーティング・システムおよび他の
ソフトウェア・システム、遠隔制御システム、それらの混合あるいは組み合わせからなる
グループから選択される請求項１１記載の装置。
【請求項１７】
　単一の調整可能な属性を有する電気的デバイスのために、第１の方向の移動が前記処理
ユニットにデバイススクロール出力を出させ、そして、第２の方向の移動は、前記処理ユ
ニットに、同時に、デバイスリストからアクティブな電気的デバイスを選択させると共に
、選択された電気的デバイスの単一の調整可能な属性の値を変更するために、属性変更出
力を出させ、
　ここで、各方向は正の要素および負の要素を持ち、そして、第１の方向の正の要素での
移動が、デバイスリストを前進モードでスクロールし、一方、第１の方向の負の要素での
移動が、デバイスリストを逆進モードでスクロールし、そして、第２の方向の正の要素で
の移動が、属性値を増加させ、一方、第２の方向の負の要素での移動が、属性値を減少さ
せ、そして、所望の値が得られるまで、検知された移動が継続され、そして、第１の方向
と第２の方向は、方向を識別するのに十分な量だけ異なる請求項１１記載の装置。
【請求項１８】
　複数の調整可能な属性を有する電気的デバイスのために、
　第１の方向の移動は、前記処理ユニットにデバイススクロール出力を出させ、
　第２の方向の移動は、前記処理ユニットに、同時に、デバイスリストからアクティブな
電気的デバイスを同時に選択させると共に、属性スクロール出力を出させ、そして、第３
の方向の移動は、前記処理ユニットに、同時に、属性リストからアクティブな属性を同時
に選択させると共に選択された電気的デバイスの選択された属性のために属性変更出力を
出させ、
　ここで、各方向は正および負の要素を有し、第３の方向の正の要素での移動は、属性値
を増加させ、一方、負の第２の方向での移動は、所望の値が得られるまで、属性値を減少
させ、又、第１の方向と第２の方向は、方向を識別するのに十分な量だけ異なると共に、
第２の方向と第３の方向は、前記量だけ異なる請求項１１記載の装置。
【請求項１９】
　ハウジングと、移動センサーと、処理ユニットとを備え、
　前記移動センサーの上、その近傍、および/又はその回りの移動が、前記処理ユニット
への出力信号を生成し、前記処理ユニットは、前記出力信号をコマンド出力に変換し、前
記コマンド出力は電気的デバイスを制御するために用いられるユーザーインターフェース
装置。
【請求項２０】
　前記電気的デバイスは、音響システム、表示システム、警報システム、制御システム、
医療機器、ロボット、ロボット制御システム、熱および冷水供給デバイス、エアコンディ
ショニングシステム、加熱システム、換気システム、エァー・ハンドリング・システム、
コンピューターおよびコンピューターシステム、化学プラント制御システム、コンピュー
ター・オペレーティング・システムおよび他のソフトウェア・システム、遠隔制御システ
ム、それらの混合あるいは組み合わせからなるグループから選択される請求項１９記載の
装置。
【発明の詳細な説明】
【発明の詳細な説明】
【０００１】
　[関連出願]
　この出願は、アメリカの仮特許の出願 (2002年3月8日出願の出願番号60/363,024号)の
優先権を主張するものである。
【０００２】
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　[発明の背景]
　[発明の分野]
　この発明は、同じものを作り、そして使用するために、電気的デバイスの制御装置およ
び方法に関する。
【０００３】
　特にこの発明は、多重デバイススイッチ、x方向およびy方向のような少なくとも２つの
異なる方向への人間または動物の身体の一部の移動に反応するユーザーインターフェース
、および、少なくとも２つの方向への動作を、選択コマンドおよび／または所望の選択お
よび／または効果を引き起こすのに十分なスイッチコマンドに変換するために適応された
ソフトウェアを含む電気的デバイス制御装置に関する。
【０００４】
　[関連技術の説明]
　電気的なスイッチの需要および要求は加速し続けている。実際、居住・商用環境におい
て、市場で導入された新しい電気的デバイスの数よりも速く、電気的なスイッチの個数が
増加している。電気的なスイッチの個数が増加したので、スイッチの信頼性、確実なアク
ティブおよび非アクティブの要求がさらに明白になっている。
【０００５】
　例えば、居住の環境、産業環境および商用環境の双方において、オーバーヘッド照明は
、壁のマニュアルのオンオフ・スイッチによって典型的に制御される。そのスイッチは、
回路を単に開閉させる機械的なレバーの形をなす。広く使用されているこの標準の電気的
なスイッチは、数年にわたって変化していない。
【０００６】
　しかしながら、いくつかの小さな変更は、先行技術で見つかる。Heastyによる米国 Pat
.2,421,881号は、その周囲のまわりの多くのくぼみを有する回転可能なディスクの使用を
開示している。そのディスクはハブ上で支援され、そして、２つの電気接点アームが交互
に間隔を置かれたくぼみ内の導体を通じて電流を提供する。ディスクが回転した時、電気
的な接触は作られ、次に切断される。
【０００７】
　Riedlによる米国 Pat.2,863,010号は、スプリングを担うプッシュプレートを開示して
おり、それは、プレートの真下の電気的な接触を直ちにすべてアクティブにするか、ある
いは、所望の電気的な接触の方向にプレートを振動させることにより、選択的にプレート
の真下の電気接点が係合するように設計されている。
【０００８】
　さらに、いわゆる減光スイッチによって、例えば照明装置のような電気的デバイスに対
して可変の制御を提供することもこの分野で知られている。この分湯で周知な方法で機能
させ、減光スイッチは、周知のレバーによって、また、あるケースでは、単にねじられる
ノブによってアクティブにされる。　
【０００９】
　標準の機械的、電気的な壁光スイッチの寿命は、その機能的な現実性への証明となる。
それにもかかわらず、上に示されるように、居住・商用環境内で見られる電気的なデバイ
スの増加によって電気的なスイッチの要求および個数が増加され、能力が拡張された電気
的スイッチに対する要求が発生した。したがって、この分野では、機械的に開閉するスイ
ッチを要求しない、多数の電気的なデバイスを操作することができる電気的なスイッチの
要求がある。さらに、この分野では、スイッチの設置後に追加の電気的なデバイスの運転
制御を受け入れるために容易に変更される、電気的なスイッチを提供する要求がある。ま
たさらに、この分野では、美学的にかつ、人間工学で満足させる電気的なスイッチを提供
する要求がある。
【００１０】
　[発明の概要]
[この発明の電気的デバイスの制御システム]
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　従って、この発明は、多重デバイススイッチ、x方向およびy方向のような少なくとも２
つの異なる方向への人間または動物の身体の一部の移動に反応するユーザーインターフェ
ース、および、少なくとも２つの方向への動作を、スイッチコマンドに変換するために適
応されたソフトウェアを含む電気的デバイスの制御装置に関し、そのスイッチコマンドは
、デバイス選択コマンドまたはデバイス動作コマンドである。
【００１１】
　この発明はさらに機械的なオン・オフのスイッチがない電気的デバイスの制御システム
を提供し、その装置は、すべての制御された電気的デバイスへ開回路を維持し、そして、
各デバイスへの電流を制御することにより、デバイスの挙動を制御し、「OFF」状態は、
デバイスが動作する電流以下の電流、しきい値電流、実質的に０の電流、実質的に０の電
圧、デバイスのしきい値電圧以下の電圧、またはデバイス動作電圧以下の電圧に対応する
。
【００１２】
　この発明は、さらに、ハウジングを含む電気的デバイスの制御システムを提供し、ハウ
ジングのトップ表面に装着されるユーザーインターフェースおよびハウジジング内の多重
デバイススイッチを含み、そのユーザーインターフェースおよびスイッチは電気的に通信
する。そのインターフェースは、人間か動物の身体部分の移動を検知し、検知した移動を
インターフェース出力信号に変換するために適応されたセンサーを含む。そのスイッチは
ディジタルおよび(または)アナログの処理ユニット含み、好ましくは、インターフェース
出力信号を、デバイス選択のスクロール信号あるいはデバイス属性の制御出力のいずれか
に変換するために適応されたディジタル・マイクロプロセッサーを含む。ここで、スイッ
チにより制御されたデバイスのリストを通じたデバイス選択のスクロールのサイクルおよ
び、デバイス属性の制御出力は、振幅、位相、周波数、温度、調整、電流、湿度などのよ
うな選択されたデバイスの属性への希望の調節を提供する。したがって、その装置は、ス
イッチに付けられた各デバイスの属性をすべて制御するために使用することができる。例
えば、その装置は、一つまたは複数の光源の強度を制御でき、室温を制御でき、オーブン
の温度および調理時間を制御でき、オートクレーブ殺菌サイクルを制御でき、薬管理サイ
クルを制御でき、プロセス制御サイクルを制御でき、オーディオ装置を制御でき、視覚的
な設備を制御でき、視聴覚の設備または同種のものを制御できる。デバイスの属性は、属
性の正確な性質にかかわらずデバイスに関連した任意の調整可能な制御であることが認識
されるべきである。
【００１３】
　この発明は、さらに部屋内のデバイスまたは、システムから除かれたエリアまたはシス
テムから孤立したエリアを遠隔に制御するための制御システムを提供する。
【００１４】
　この発明は、さらに、多数の電気的デバイスを操作するための電気的なスイッチ装置を
含む、多数の電気的デバイスのシステムを提供し、前記多数の電気的なデバイスは、回転
可能な球体かボール、および、ハウジングを含み、そのハウジングは、このハウジングに
対して移動できるように、球体かボールを受け取り、保持するように形成される。電気的
なスイッチ装置は、さらに、球体の物理的な移動を検知し、検知した物理的な移動を第１
の入力制御信号に変換するために適応された光学のセンサーを含む。その電気的なスイッ
チ装置は、さらに、ハウジングの物理的な移動の受信を検知し、第２の物理的な移動を第
２の入力信号に変換するために適応されたハウジングセンサーを含む。その電気的なスイ
ッチ装置は、さらに、光学のセンサーに、ハウジングセンサーに、および複数のデバイス
に接続され、そして、多数の電気的デバイスの属性の操作のために、第１と第２の入力信
号をデバイス出力制御信号に変換するように適応された、マイクロプロセッサーを含む。
ある方向への球体の移動に起因する第１の入力制御信号は、多数の電気的な装置のうちの
１つの選択のための出力制御信号を作成する。一旦デバイスが選択されると、異なる方向
へ回転する球体の移動に起因する第１の入力制御信号は、デバイスの可変制御のための出
力制御信号を作成する。これとは別に、ハウジングの移動に起因する第２の入力制御信号
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は、操作のために多数の電気的なデバイスのうちの１つを選択し、第１の入力制御信号は
、選択されたデバイスの属性を可変に制御する。
【００１５】
　この発明は、第１の方向へ回転する球体かボールの移動が、操作のために多数の電気的
なデバイスのうちの１つの選択のための出力制御信号を作成し、第２の方向へ回転する球
体の移動が、選択されたデバイスの属性を可変に制御するために出力制御信号を作成する
、システムを提供する。
【００１６】
　この発明はまた、ハウジングの移動がデバイスのうちの１つの選択のための出力制御信
号を作成し、一方、回転する球体の移動が、選択されたデバイスの属性を可変に制御する
ために出力制御信号を作成する、システムを提供する。
【００１７】
　この発明はまた、センサーの検知ゾーン内での第１の方向の移動が、操作のために多数
の電気的なデバイスのうちの１つの選択のための出力制御信号を作成し、そしてセンサー
の検知ゾーン内での第２の方向移動が、選択されたデバイスの属性を可変に制御するため
の出力制御信号を作成する、移動センサーを含むシステムを提供する。さらに、システム
は、選択されたデバイスの属性を可変に制御するために、第２の方向への移動の後に、第
３の方向への移動が続く継続した移動によって、デバイスの選択を許可できる。更に、シ
ステムは、移動センサー内の検知ゾーン内の移動のプリセットされたシーケンスまたはプ
ログラム可能なシーケンスを含むことができ、そのシーケンスは、選択されたデバイスの
プリセットされた、または予めプログラムされた応答を作成する。さらに、そのシステム
は、デバイスのすべてあるいはデバイスのどんな部分も制御するために、プリセットされ
たシーケンスあるいはプログラム可能なシーケンスを利用することができ、異なるパター
ンあるいはシーケンスは、プリセットされたか、あらかじめプログラムされたグローバル
な、または部分的なグローバルプリセット(ムード照明、音楽のセッティングおよび選択
など)に帰着することができる 。
【００１８】
　[この発明の制御システムを用いるための方法]
　この発明は、１つの電気的デバイスあるいはこの発明のシステムを用いた多くの電気的
デバイスを操作する方法を提供し、その方法は、センサーの検知ゾーン内の第１の方向の
移動を検知し、検知された移動を、デバイスまたはプリセットされたデバイスの集合をス
クロールするために適応された出力制御信号に変換し、デバイスあるいはデバイスのプリ
セットされた集合の選択に帰着する、第２の異なる方向での検知ゾーン内の移動を検知し
、そして、検知した移動を、第２の方向の移動方向に依存して選択されたデバイスの属性
を可変に制御するために適合された、制御信号に変換するステップを含む。選択されたデ
バイスが１つ以上の属性を持っている場合、第２の方向での検知された移動を、その属性
を通じてスクロールするために出力信号に変換し、そして、第２の方向と異なる第３の方
向での移動を検知し、そして、検知した移動を、第３の方向での移動方向に依存して、選
択されたデバイスの属性を可変に制御するのに適した、制御信号に変換するステップを含
むことを許可する。さらに、この方法は、パターン化された移動を、選択されたデバイス
またはデバイスの収集のプリセットされた、又はプログラムされた応答を選択するために
適応された出力信号に変換することを含むことができる。
【００１９】
　この発明は、さらにこの発明のシステムを用いた少なくとも１つの電気的デバイスを操
作する方法を提供し、その発明は、回転可能な球体かボールを順応するハウジングに収納
し、そして、第１の方向でのボールの回転を光学のセンサーのような移動センサーで検知
し、そして、検知した移動を第１の入力制御信号に変換するステップを含む。その方法は
、さらに、マイクロプロセッサー中の入力制御信号をデバイス選択出力へ処理するステッ
プを含む。その方法は更に、第２の異なる方向での回転を検知し、そして、第２の方向で
の検知した移動を、第２の入力制御信号に変換し、そして、第２の移動の方向に依存して
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、第２の入力制御信号を属性制御信号に変換し、そして属性の変化により、属性制御信号
をデバイスに転送するステップを含む。再度、この方法はさらに、属性の制御のために、
第２の方向へ移動によって属性リストから属性を選び、そして、第２の方向の移動と異な
る第３の方向での移動を検知するためのステップを含む。
【００２０】
　その方法は、さらに、各々が多数の電気的デバイスを制御する、多数の電気的スイッチ
装置を提供するステップおよび、各スイッチおよび各スイッチに関係したデバイスを選択
するステップを含むことができ、そのデバイスとしては、照明デバイス、移動デバイス、
セキュリティ制御デバイス、音響デバイス、ガス制御デバイス、水制御デバイス、空気を
扱う制御(加熱および冷却)デバイス、温度制御デバイスまたは類似のものを含むことがで
きる。
【００２１】
　[この発明のユーザーインターフェース]
　この発明はさらに、人間か動物、人間か動物の身体部分、あるいは人間か動物の管理下
の対象物の移動のごとき、検知ゾーン内での移動に反応するユーザーインターフェースを
提供し、そのインターフェースは、一つ以上の方向、好ましくは、多数の異なる方向で移
動を検知でき、かつ、そのインターフェースは、検知した移動を、制御信号として使用で
きる出力信号に変換する。
【００２２】
　この発明は、さらに少なくとも２つの方向での人間か動物、人間か動物の身体部分、あ
るいは人間か動物の管理下の対象物の移動に反応するユーザーインターフェースを提供し
、それらの方向はことなり、第１の方向での移動は、選択リストによってスクロールし、
そして、所望の選択に対応する、与えられたスクロール位置と異なる第２の異なる方向で
の移動は、選択に関連した属性の値を変更するために、コマンドの生成に帰着する。
【００２３】
　この発明はさらに、少なくとも２つの方向での人間か動物、人間か動物の身体部分、あ
るいは人間か動物の管理下での対象物の移動に反応するユーザーインターフェースを提供
し、それらの方向は異なり、第１の方向での移動は、デバイスのリスト、または利用でき
る(オンライン)のデバイスのリストによってスクロールし、そして、所望のデバイスに対
応する所望のスクロール位置からの第２の方向での移動は、選択されたデバイスに関連し
た属性を変化させるためのコマンドの発生につながる。
【００２４】
この発明はさらに、少なくとも２つの方向での、人間か動物、人間か動物の身体部分、あ
るいは人間か動物の管理下での対象物の移動に反応するユーザーインターフェースを提供
し、第１の方向での移動は、(オンライン)で利用できるデバイスのリスト、流動的なリス
ト、または静止のデバイスリストによってスクロールし、そして、所望の選択に対応する
スクロール位置からの第２の方向への移動は、選択に関連した属性リストによってスクロ
ールし、そして、所望の選択属性に関連する属性スクロール位置からの第３の方向での移
動は、属性の値を変化させ、ここで、第１および第２の方向は異なり、かつ、第２および
第３の方向は異なり、一方、第１および第３の方向は同一であるか異なる。選択を引き起
こすために方向を変更し、従って選択されたデバイスの属性の変化を引き起こすこのプロ
セスは、無限に継続される。デバイスがアクティブか非アクティブな状態であっても、ス
イッチに取り付けられたすべてのデバイスを単にリストする場合、リストは静止であると
考えられる。一方、動的なリストは、アクティブなこれらのデバイスから選択のみを許可
するリストである。“非アクティブ”の用語は、デバイスがインターフェースにより、も
はや制御されないことを意味し、一方、“アクティブ”の用語は、インターフェースによ
って制御することができることを意味する。さらに、インターフェースは、１方向への移
動を検知して、かつ、異なる方向の移動が検知されるまで、移動によって引き起こされた
結果を処理し続けるように設計することができる。したがって、そのインターフェースは
、初期の移動を検知し、そして、明白な理由のために、与えられた方向での実際の継続移
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動を要求せずに、異なる方向への移動を検知するまで、前記移動が継続されると仮定する
であろう。更に、そのインターフェースは、移動している対象物が次に停止しても(移動
後に保持)、前記状態にて移動および機能を検知できるように設計することができる。ま
た、あたかも与えられた方向の移動が継続しているかのように、インターフェースは作用
する。例えば、その移動が選択リストに関係している場合、初期の移動は、リスト・メン
バーを選択する、異なる方向への移動によってのみ中断されるリストによって連続的なス
クロールを起動し、第２のリストを活性化するか、属性の制御を活性化する。属性の制御
への変化は、移動の方向に依存し、つまり、上方は属性値を増大し、下方は属性値を減少
させる。
【００２５】
　この発明は、さらに少なくとも２つの方向への人間か動物、人間か動物の身体部分、あ
るいは人間か動物の管理下での対象物の移動に反応するユーザーインターフェースを提供
し、第１の方向への移動は、静止または動的なデバイスの選択リストによってスクロール
し、そして、所望のデバイスに対応するスクロール位置からの第２の方向への移動は、選
択されたデバイスに関連した属性リストによってスクロールし、選択されたデバイスの所
望の属性に対応する属性スクロール位置からの第３の方向の移動は、その属性の値を変更
し、第１と第２の方向は異なり、第２と第３の方向は異なるが、第１と第３の方向は同一
であるか異なる。選択されたデバイスの属性値の変化を最終的に引き起こす方向の変化の
プロセスは、無限に継続される。
【００２６】
　この発明は、さらに、少なくとも２つの方向での人間か動物、人間か動物の身体部分、
あるいは人間か動物の管理下での対象物の移動に反応するユーザーインターフェースを提
供し、第１の方向での運動は、第１の動的または静的な選択リストによってスクロールし
、所望の第１の選択に対応する第１のスクロール位置からの第２の方向の移動は、第１の
選択に関連した第２の動的、静的な選択リストによってスクロールし、所望の第２の選択
に対応する第２のスクロール位置からの第３への方向の移動は、第２の選択に関連した属
性によってスクロールし、所望の属性に対応する第３のスクロール位置からの第４の方向
は、その属性の値を変更し、第１および第２の方向は異なり、第２および第３の方向は異
なり、第３および第４の方向は異なり、一方、第１および第３の方向は同一か異なり、ま
た、第２および第４の方向も同一か異なる。選択を引き起こすために方向を変更し、結局
、選択されたデバイスの属性の変化を引き起こすこのプロセスは、無限に継続される。
【００２７】
　この発明は、さらに少なくとも２つの方向への人間か動物、人間か動物の身体部分、あ
るいは人間か動物の管理下での対象物の移動に反応するユーザーインターフェースを提供
し、第１の方向の移動は、利用可能な(オンラインの)多重デバイススイッチ(MDS)のリス
トによってスクロールし、動的なリスト、あるいはMDSのリスト、静止のリスト、所望のM
DSに対応するMDSスクロール位置からの第２の方向での移動は、選択されたMDSによって制
御されたデバイスの静止または動的なリストによってスクロールし、所望のデバイスに対
応するデバイススクロール位置からの第３の方向の運動は、選択されたデバイスに関連し
た利用可能な属性によってスクロールし、移動は選択されたデバイスの所望の属性に対応
する第３のスクロール位置からの第４の方向は、その属性の値を変更し、第１および第２
の方向は異なり、第２および第３の方向は異なり、第３および第４の方向は異なり、一方
、第１および第３の方向は同一か異なり、また、第２および第４の方向も同一か異なる。
選択を引き起こすために方向を変更し、結局、選択されたデバイスの属性の変化を引き起
こすこのプロセスは、無限に継続される。
【００２８】
　この発明は、さらに位置選択ユニット、および移動検知ユニットを含むユーザーインタ
ーフェースを提供し、前記選択ユニットは、多くの選択ボタン、多くのアクティブな選択
位置、選択スライドリング、タッチ検知の選択メニュー、あるいは他の選択デバイスを含
み、前記移動検知ユニットは、少なくとも２方向への、人間か動物、人間か動物の身体部
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分、あるいは人間か動物の管理下での対象物の移動に反応し、その方向は異なり、第１の
方向の移動は、１つのタイプの行為に相当し、また、第２の方向の移動は第２のタイプの
行為に相当する。行為のタイプは、メニューあるいはアイコンをスクロールすることによ
る選択行為であり、属性の選択行為は、メニューあるいはアイコンをスクロールすること
によるもの、または属性値の変化によるものであり、移動の方向は、属性値の変化の方向
を制御する。
【００２９】
　この発明は、さらに位置選択ユニット、および移動検知ユニットを含むユーザーインタ
ーフェースを提供し、前記選択ユニットは、多くの選択ボタン、多くのアクティブな選択
位置、選択スライドリング、選択スライド、タッチ検知の選択メニュー、あるいは他の選
択デバイスを含み、前記移動検知ユニットは、少なくとも３方向への、人間か動物、人間
か動物の身体部分、あるいは人間か動物の管理下での移動に反応し、その代替の方向は異
なり、各方向での移動は、メニューあるいはアイコンをスクロールすることによる選択行
為に、メニューあるいはアイコンをスクロールすることによる属性の選択に、または、上
方または下方または、右または左のような反対の方向への移動による属性値の変化に対応
する。
【００３０】
　この発明は、さらに、多くの独立した電気的デバイスの少なくとも１つの選択のための
出力制御信号を作成する、１方向での移動検知フォームを提供する。
【００３１】
　この発明は、さらに、少なくとも１つの独立した電気的デバイスの少なくとも１つの属
性の可変制御のための出力制御信号を作成する、１方向での移動検知フォームを提供する
。
【００３２】
　この発明はさらに、制御形態内に、ディジタルおよび(または)マイクロプロセッサーか
マイクロコントローラのようなアナログ処理ユニットによって多くの独立した電気的デバ
イスに対する移動可能なハウジングを含む移動検知フォームを提供して、ハウジングの移
動が、操作のために多くの独立した電気的デバイスの少なくとも１つを選択するようにし
、一方、異なる方向の移動は、選択された独立したデバイスを関連する属性の値を変更す
る。１つの好ましい実施例では、移動検知フォームは可動であり、そして、この発明の別
の態様では、そのフォームは、ハウジング内に保持された回転可能な球体のような移動可
能な対象物を含む。別の実施例では、この発明はさらに、内部に点灯される移動検知フォ
ームを提供する。別の実施例では、ハウジングは、移動検知フォームの内外への移動を可
能にするように適応される。別の実施例では、フォームまたはフォームに関連した移動可
能な対象物の移動が継続する限り、可変制御のための出力信号は継続する。別の実施例で
は、異なる方向の移動が移動検知フォームによって検知されるまで、可変制御のための出
力信号が継続される。別の実施例では、移動検知フォームは、つり下げられた材料と共に
液体を含む。
【００３３】
[この発明のユーザーインターフェースの使用法]
　この発明はさらに、この発明のユーザーインターフェースのアクティブなゾーンでの身
体または身体の一部分、または、身体または身体の一部分に関連した対象物を移動させ、
多くの電気的デバイスの少なくとも１つを選択し、そして、選択されたデバイスの少なく
とも１つの属性の値を変更するステップを含むデバイスを制御する方法を提供し、そのイ
ンターフェースは、移動検知ユニットまたは、位置選択ユニットおよび移動検知ユニット
のみを含むことができ、その選択ユニットは、多くの選択ボタン、多くのアクティブな選
択位置、選択スライド、選択スライドリング、タッチ検知選択メニュー、または他の選択
デバイスを含み、その移動検知ユニットは、少なくとも２方向での人間か動物、人間か動
物の身体部分、あるいは人間か動物に関連した対象物の移動に応答し、代替の方向は異な
る。
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【００３４】
　この発明は、添付図面とともに次の詳細な説明を参照することにより、更に理解できる
であろう。尚、各図面において同一要素については同じ参照番号を付している。
【００３５】
 [発明の詳細な説明]
　本発明者は、多くの電気的デバイスおよび(または)、単一の多重デバイススイッチによ
って、あるいは中央又は分配された管理の下で、多くのそのようなスイッチによって管理
される器具を許可する、新しい多重デバイスの電気的なスイッチを構築できることを見い
だした。本明者、スイッチは、少なくとも２方向での人間あるいは動物または、人間また
は動物の身体一部分、あるいは動物あるいは人間の管理下での対象物の移動を認識できる
、新規な移動検知の人間あるいは動物のインターフェースによってスイッチが制御され得
ることを更に見いだした。本発明者は、移動が、直接のインターフェース接触によるもの
であり得ること、そしてより好ましくは、移動検知エリア、および(または)音量および(
または)インターフェースの外部表面に関連したゾーンの単純な移動によることを見いだ
した。
【００３６】
　この発明は、広くは、ユーザーインターフェースおよび、１つ又は多数の多重デバイス
スイッチ(MDS)を含む電気的デバイス制御システムに関し、各MDSは、１つあるいは多くの
電気的デバイスを制御し、インターフェースは少なくとも２つの方向の移動を検知して、
検知した移動を、処理ユニットに対して、選択リストによってスクロールするか、少なく
とも一つの制御されたデバイスの属性値を選択して変更させる、出力信号に変換し、各方
向は、その以前のもの及び後のものと異なり、最終方向の移動は、処理ユニットに少なく
とも１つの制御されたデバイスの属性値を変更させる。ユーザーインターフェースおよび
MDSに加えて、この発明のシステムは、さらに指紋、手印刷、レチナール、音声、他の電
子セキュリティ・システム、キーロック、他のタイプの機械的なロック機構あるいは、そ
れらの混成または結合を含むことができる。そのようなセキュリティデバイスは、個別の
センサーを含むことができるか、あるいはインターフェースで用いられる同じセンサーを
使用することができる。したがって、光学センサーがさらに網膜の走査機能をサポートで
きる一方、移動を検知するだけでなく指紋または手の印刷のイメージを形成するために、
アクテタィブなパッドセンサーを使用することができる。
【００３７】
　この発明は、さらに広く、ユーザーインターフェースおよび多くの電気的デバイスを制
御する多重デバイススイッチ(MDS)を含む、電気的なスイッチ装置あるいはデバイス制御
システムに関係し、そのインターフェースは、１方向の人間または動物の身体一部分の移
動をデバイスリストスクロールコマンドに変換し、そして、異なる方向の移動を、デバイ
ス属性変更コマンドに変更する。
【００３８】
　この発明は、さらに広く、人間か動物、人間か動物の身体部分、あるいは動物か人間の
管理下での対象物の少なくとも２方向の移動を、リストスクロールコマンドあるいは選択
/属性変更コマンドに変換するために適応されたユーザーインターフェースに関係がある
。
【００３９】
　この発明は、人間か動物、人間か動物の身体部分、あるいは動物か人間の管理下での対
象物の多数の方向での移動を、リストスクロールコマンドに変換し、一つのリストは方向
での変化に関係し、各方向はその前の方向と後の方向と異なり、最終方向の移動は属性変
更コマンドに変換され、最終方向はその前の方向と異なる。
【００４０】
　この発明は、さらに広く、MDSを備えたデバイスまたは、少なくともこの発明のMDSの上
で含むシステムを制御する方法に関し、この発明のMDSを装備するための方法に関し、多
くのMDSおよび更にこの発明のユーザーインターフェースと関係したデバイスを制御する
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ための方法に関する。
【００４１】
　この発明のMDSは、制御する各デバイスに与えられたワット量を供給するために設計さ
れる。この発明のMDSがかなりの量のパワーを扱い、分配できるので、この発明のMDSは、
銀行の照明のような多くのデバイスをコントロールすることができる。
【００４２】
　この発明は、この発明の少なくとも１つのMDSと電気的に連通状態の多くの照明を含む
光接続システムに関し、各照明は個別に制御でき、照明のグループは集団で制御でき、ま
たは単一の照明として、全照明を、照明の接続構成に依存して集団で制御できる。
【００４３】
　この発明は、中央制御ユニットおよびこの発明の多くのMDSを含むホーム制御システム
に関し、各MDSは、家庭内の多数の電気的デバイスを制御し、前記中央制御ユニットは、
次に各MDSを制御する。
【００４４】
　この発明は、中央制御ユニットおよびこの発明の多くのMDSを含むホーム制御システム
に関し、各MDSは、家庭内の多数の関連した電気的デバイスを制御し、前記中央制御ユニ
ットは各MDSを制御、前記関連したデバイスは、ユーザーが各MDSと関係するデバイスであ
る。例えば、一つのMDSは、部屋の照明を制御し、一方、別のMDSは、部屋内の視聴覚のデ
バイスを制御し、そして一つのMDSは、エアコン、加湿器/除湿機、ヒーター、純水器、浄
水器、整水器、または同種のような環境上の制御設備を制御してもよい。
【００４５】
　この発明のユーザーインターフェースは、ユーザーが電気的デバイスを選択し、マウス
・クリックかダブルクリック、パッドのタッチあるいはダブルタッチのような、あらゆる
困難な選択プロトコルあるいは他の激しい選択過程も起動せずに、デバイスに関連した属
性の値を変更することを可能にする。そのユーザーインターフェースは、単にインターフ
ェースへの接近中の運動を追跡し、そしていつ、ソフトウェアしきい値方向変化値を引き
起こすのに十分な量による運動方向の変化が生じた時、そのソフトウェアは、スクロール
・コマンドあるいは選択/属性値変更コマンドのいずれかを出力する。その移動は、好ま
しくはxおよびy方向への移動のように、識別することが容易な方向であるが、当業者なら
、方向は直交する必要がなく、また、本質的にxあるいはy方向である必要性もないことを
認識すべきであり、ただ、２つの方向を識別することができ、現実にコース上で設定でき
る、任意の２つの方向であればよい。したがって、ユーザーが移動するか、身体の一部を
移動させるか、あるいはユーザーの制御下で対象物をインターフェースに接近する時、移
動方向が検知され、スクロール・コマンドあるいはソフトウェアによって出される選択/
属性値変更コマンドのいずれかを引き起こす。それは運動方向の２つの変化以上に、リス
トおよび(または)多数の制御可能な属性の順次の下降に２つ以上のレベル持つシステムの
ために、選択および属性値の制御のために移動方向で二つ以上の変化が必要になる。
【００４６】
　その最も単純な形式では、スイッチは、ON/OFFタイプ・スイッチあるいは、調光用のご
とき可変制御スイッチである。そのユーザーインターフェースかスイッチ・コントローラ
は、任意の移動検知体または移動検知用インターフェースであってもよく、主要な要素お
よび制御エリア内の移動センサーの位置を含む。主要な要素は、タッチ検知スクリーン、
アクティブな表面、センサー、回転可能なボールあるいは、少なくとも２つの方向を識別
できる他のデバイス、またはそれらの混合又は結合があり得る。コントローラは、機械的
、誘導性、容量性、光学的、磁気、感圧性、静電気、状態を変えることができるか、少な
くとも２つの方向へ移動を識別することができるデバイスの他のタイプか、それらの結合
であり得る。移動が検知されると、その移動は有用な制御に変換される。例えば、身体一
部分または人間か動物の管理下の対象物の上/下への移動は、デバイスをオンまたはオフ
にトグルするか、連続的にまたは個別のやり方でデバイスの属性を変更することに帰着し
てもよい。インターフェースのアテティブなエリアかアクティブなデバイスは、丸、正方
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形、楕円形、星あるいはその他の同種のもののような任意の形であってもよい。そのイン
ターフェースはさらに、リング、選択バナー、ボタンあるいは、多くのアクティブなエリ
ア、ボタン、スライド、リングあるいは他のデバイスあるいはそれらの混合か、組み合わ
せであってもよい。
【００４７】
　１つの好ましい実施例では、インターフェースのアクティブなデバイスはボールであり
、また、センサーは、ボールの少なくとも２方向の移動を検知できる。別の実施例では、
アクティブなデバイスは単純なウィンドウであり、移動は、アクティブなゾーン、体積ま
たはエリア(例えば光学センサー)内の身体部分または人間か動物の管理下での対象物を移
動することにより、あるいはアクティブな表面をタッチする(そこを横切る)ことにより、
検知される。光学のセンサーのようなタッチレスのデバイスについては、移動は、光学の
デバイスの焦点面に依存する表面に離れて検知することができる。例えば、表面に接近す
る移動に応答するインターフェースに対し、距離は表面から約１ないし２インチまで移動
することができる。
【００４８】
　この発明のインターフェースおよびそれらの使用の次の実施例では、そのインターフェ
ースは、ハウジング内に回転可能なボールを含み、そのハウジング内のボールの移動を検
知することができるセンサーを有する。好ましいインターフェースは、コンピューター用
の新しいロールボール・マウスデバイスに似ている。しかしながら、これらの例において
、ボールは移動センサーを含む他のタイプのインターフェース(現存するものか、まだ発
明されていない)によって代用されてもよい。そのインターフェースは、上/下(y移動)お
よび横から横(x移動)のごとき少なくとも２つの方向への移動を検知できる。あるインタ
ーフェースはさらに、中/外への移動運動、あるいは接近するか/遠ざかる移動(z移動)を
検知できる。これらの移動は、メニュースのクロール、デバイスのスクロール、属性のス
クロール、スイッチの選択、デバイスの選択、属性選択、および(または)属性の調節(つ
まり、選択されたデバイスに関連した属性の値の変更)を引き起こすことができる。これ
らのインターフェースはすべて、デバイスを選択し、かつ選択されたデバイスに関連した
属性価値を調節することにより作動する。
【００４９】
　１つの好ましい例において、そのインターフェースは、回転可能な多角形の構造を含み
、その中央に装着された回転可能なボールを有する移動センサーと関連し、移動センサー
を有する。多角形の回転は１つのタイプの動作を制御し、ボールの回転が他のタイプの動
作を制御する。多角形が三角形である場合、この種のインターフェースは、３種類の設定
を有する照明の制御に理想的に適し、一方、ボールは、照明を選択し、および/又は減光
タイプのスイッチとして機能する。二者択一で、ボールは、デバイス選択および属性調節
を制御し、一方、多角形がスイッチ位置を制御する。
【００５０】
別の好ましい例において、そのインターフェースは、リングおよび移動可能なボールを有
するハウジングを含む。ボールの上/下への移動は、ON/OFFタイプ・スイッチ、または減
光タイプのスイッチとして機能できる。可動リングについては、リングの周回が、カラー
のアクティブデバイスのカラー組み合わせを制御し、つまり、LEDのようなカラーデバイ
スの赤、実と芹および青の値を制御し、また、カラー電球、シェードなどを制御する。タ
ッチ検知リングのために、アクティブな位置は、照明を特定のカラー、影および(または)
色調にセットできるか、リングの周回らによって、カラー、影および(または)色調を連続
的に変化することもできる。
【００５１】
　別の好ましい例において、そのインターフェースは、ボールを含み、ボールの上/下へ
の移動は、照明の明るさ又はデバイスの音量を制御し、一方、側方への移動は、デバイス
(例えば照明)を選択する。そのインターフェースはさらに、異なるデバイスまたは、照明
、機械的なデバイス(例えばエアコン、加熱、水など)、セキュリティデバイス、音響、視
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覚的視聴覚のデバイスまたは同種のもののタイプを選択するためのタッチポイントを含む
ことができる。
【００５２】
　この発明のインターフェースの別の好ましい実施例では、インターフェースは、分離し
たボールを含み、移動の1/2は、冷水を制御するように、デバイスの一つの属性を制御し
、移動の他の半分は、熱水を制御するように、デバイスの別の属性を制御する。これとは
別に、半分が室内照明を制御し、他の半分が室温等を制御できる。分離したボールの別の
実施例では、各々の半分が、二つの個別の回路に対する減光タイプのスイッチである。
【００５３】
　この発明のインターフェースの別の好ましい実施例では、インターフェースは、単一の
アクティブ領域を有するフラット面(タッチ又はタッチレス)、および関連する一つのセン
サー、または、多数の異なるアクティブなエリアおよび関連する複数のセンーを含む。こ
こで、単一のエリアは、デバイスを制御するために用いることができ、または、その制御
は、異なるエリア上で分布する。したがって、そのエリアは、与えられたデバイスの異な
る属性を制御するか、あるいはあらかじめ定義されるデバイスの異なるセット(予め決定
されるか、ユーザが割り当てる)を制御するために使用することができる。　
【００５４】
　この発明のインターフェースの別の好ましい実施例では、インターフェースは、ハウジ
ング中にマウントされた移動ボールを含み、そのハウジングは、ボールの内側または外側
への移動(つまりz軸に沿った移動)を支持する。z軸の移動は、デバイスをターンオン、タ
ーンオフするために、与えられたMDSに関連したデバイスをすべてターンオン、ターンオ
フするために、デフォルトの設定あるいは他のあらかじめ定義されたデバイスの設定又は
プリセットをアクティブにするために用いることができる。したがって、ボールを中へ押
すか特定の場所にてタッチ検知表面に触れることは、ユーザーがあらかじめ定義されたデ
バイスの設定をアクティブにすることを可能にする。例えば、室内のすべての照明の設定
、家を日中、夕方、夜間、パーティ等への設定である。
【００５５】
　この発明のインターフェースの別の好ましい実施例では、そのインターフェースは、多
くの移動可能な要素、およびボール、タッチパッド、アクティブ表面、または同種、また
はそれらの組み合わせのような、関連するセンサーを含む。各要素および関連するセンサ
ーは、異なるスイッチに割り当てられ、与えられたスイッチ上の異なるデバイスに割り当
てられ、異なるグループのスイッチに割り当てられ、またはそれらの組み合わせに割り当
てられる。ここで、移動は、ユーザーが、デバイスの属性値、デバイスの収集、スイッチ
の収集またはスイッチおよびデバイスの収集の選択および/又は制御を可能にする。
【００５６】
　この発明のインターフェースの別の好ましい実施例では、そのインターフェースは、ボ
ールのような可動の要素を含み、そのインターフェースは、さらに、インターフェースが
アクティブにされた時に、点灯する要素を含み、終夜灯あるいは照明自体として使用され
ることを可能にする。別の実施例では、この発明のユーザーインターフェースは、アクリ
ルのボールかグラス・ボールのような明瞭ボール、および、ランプの基部にセットされた
関連する移動センサーを含み、そのボールを通じて照明を与える。ボールが回転した時、
基部内部の光はボールを通じて照らし、ボールを照明する。ボールが属性を制御するため
に使用された場合、属性値の変更に依存して、ボールは明るくなるか暗くなる(値がより
たかくいと、より明るく、値がより低いと、より暗くなる)。デバイスまたはスイッチを
選択するために使用された時、ボールはカラーを変更することができる。この同一の照明
およびカラーのコード化の構成は、この発明の他のいずれかのインターフェースと共に使
用することができる。一つ、二つ、又はそれ以上の方向での移動は、インターフェースに
、対応する変化(明るさおよび/又はカラー、影、あるいは色調)を生じさせることに認識
されるべきである。リング、ボタン、バナーあるいはその他の同種のもののような個別の
選択デバイスを含むインターフェースに対しては、インターフェースのカラー化は、選別
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過程に応じて変わることができる。
【００５７】
　チューリップの照明設備(基礎から外に放射する枝を備えるか、あるいは、中央の軸か
ら放射する１組の枝を備える)の例として、エリア、ゾーン、あるいはこの発明のインタ
ーフェースによって検知できる、体積内の側方への移動のような１方向の移動は、各照明
の個別の選択を生じる。一方、この発明のインターフェースによる、エリア、ゾーンまた
は容積内での上下方向の移動のような第２の方向での移動は、選択された枝により放射さ
れる光の強度を制御し、その枝から、側方への移動から上下の移動変化が起きる。もちろ
ん、各枝の選択、およびそれに関連する光は、リングあるいはここに記述されるような他
のタイプのデバイスの選択器を使用して遂行することができる。
【００５８】
　この発明のインターフェースの別の好ましい実施例では、この発明のインターフェース
は、回転可能な多角形およびそれに関連する移動センサーを含む第１の移動検知器および
、少なくとも２方向の移動を検知できる第２の移動検知器を含む。多角形に関連した頂点
の数は、MDSおよび(または)インターフェースによって制御可能なデバイスの最大の数に
相当する。与えられた頂点がセレクターと提携するように、多角形を回転させることによ
って、あるいは多角形回転に基づくリストを単にスクロールすることにより、ユーザーは
所望のMDSかデバイスを選択する。第２の検知器は、ユーザーが、選択されたMDSか属性の
選択および/又は制御により制御されたデバイスの選択のような他の制御レベルを選択す
ることを可能にする。二者択一で、多角形は物理的なデバイスではなく、タッチ又はタッ
チレスの検知ディスプレイ上のコンピューター生成の構造である。与えられた位置に触れ
るかアクティブにすることは、所望のMDSかデバイスの選択に帰着し、一方、アクティブ
なエリアあるいは多くの第２の検知器の移動は、他の選択および(または)属性値制御に帰
着する。二者択一で、インターフェースは、このインターフェースによって制御可能なデ
バイスの数を表わす多角形を表示する、タッチ式又はタッチレスのディスプレイに関連し
た単一の移動検知機を含む。照明については、ユーザーが、照明出力を増加させるために
、中心から、所望の光に関連した頂点に移動させることにより、あるいは照明出力を低下
させるために、デバイスから中心に移動させることにより、各照明によって放射される光
量を制御することができる。多角形の頂点が最大で、中心が最小となる。ユーザーが所望
の照明を与えられた出力に調節し、次に前記出力あるいは対応する出力で他の照明をセッ
トすることを望むならば、ユーザーは、中心ポイントに関して円移動で自身の指を移動し
、中心ポイントから与えられた距離に、あるいは与えられた明るさゾーン内で留める。そ
の後、ユーザーの指が、他の照明を表わす放射線あるいはセクター上を通過させた時、各
照明は直ちに、明るさゾーンに対応する明るさレベルに調節するであろう。この種のイン
ターフェースもステレオ・システムに関連したホームエリア内のスピーカー・ボリューム
を制御するために使用することができ、ルーム内のあるゾーン内ボリュームを上昇、下降
でき、異なった放射状のパイ・スライスは異なる領域に相当する。理想的環境では、いず
れかの特定のスポットあるいはルームエリアは制御することができ、部屋は、中心ポイン
トから部屋の周囲まで放射する無数の放射線の数によって表わされ、コントローラによっ
て検知された任意の外部の方向への移動は、対応するエリア内で対応するボリュームの利
得を引き起こす。そのように、中心から１つの外方向へ移動することを決めた場合、部屋
のエリアに設定されていた対応するボリュームは増大するであろう。もしあなたが中心と
周辺との間の中間で止めれば、ボリュームは半分になる。もし中心のまわりで同心的に(
中心ポイントからの同じ放射状の距離で)移動すれば、部屋のボリュームは半分のボリュ
ームに増加する。ユーザーがスタート・ポイントに戻すまで回転を続けたなら、部屋の各
エリアのボュームは等しいか、又は、部屋のスピーカー配置で可能な限り等しくなる。も
ちろん、周囲から内への移動はボリュームを低下させるであろう。
【００５９】
　この発明のインターフェースの別の好ましい実施例では、インターフェースは、デバイ
スまたはシステムの異なるカテゴリーを制御する多くの同心リングを含み、そのカテゴリ
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ーは予め設定されるかユーザーが設定する。そのリングは物理的にものか、ソフトウエア
の構築である。したがって、１つのリングは、隠された照明または会議室の周囲のまわり
の照明備品の１セットを表わしてもよい。リング上の光指標の１つ、数個、あるいはすべ
てに触れることによって、それらの対応する明かりは、アクティブにされ、ボールのよう
な中央移動検知器によって制御可能になる。そのボールが上か下へ移動(y移動運動)した
時、アクティブな照明が明るくなるか、減光される。これらの照明がセットされた後、ユ
ーザーはそれらの照明を非アクティブにし、出力調節を繰り返す他の照明をアクティブに
することができる。側方または右から左への移動(x移動運動)によって、ユーザーはアク
ティブにされた照明から選択することができる。その後、ユーザーはロールアップまたは
ロールダウンして、選択された照明の出力を選択し調節する。スイッチ上の指標を見るこ
とによって、どの照明がアクティブなのかを容易に知ることができる。それ、どの照明が
制御されているかをオペレーターがより容易に識別できるように、備品自体を短時間、脈
動させるのが有用である。次の外のリングは、換気口から流入する空気の量を制御しても
よく、また、別のリングは、壁にマウントしたスピーカーなどのスピーカー・ボリューム
を制御してもよい。
【００６０】
　この発明のインターフェースの各々では、移動は属性(１照明、ボリューム、温度、気
流など)値の変化に関係し、変化速度は、アクティブなエリア、ゾーン内の移動速度ある
いは移動検知機の検知量に対応する。しかし、好ましくは、変化は所定の速度(プリセッ
トで無調整またはプリセットでユーザー調節できる)で生じる。
【００６１】
　この発明のインターフェースは透明にでき、カメラあるいは他のビデオデバイスを含む
。そのようなビデオデバイスは、理想的に赤ん坊モニターあるいはカメラによる監視が保
証される他の状況に適する。さらに、この発明のインターフェースおよびMDSSはプログラ
ミングかソフトウェア機能性の更新のためにポートを含むことができ、そのポートは、有
線または無線のインターフェースをサポートできる。
【００６２】
　この発明のインターフェースがボールを含んでいる場合、ボールを下へ押すことは、z
軸機能をアクティブにできる。光学のインターフェースでは、アクティブなエリア内に、
身体部分または動物か人間の管理下での対象物を、与えられた時間、適所に保持すると、
デバイスおよび(または)MDSリストを、インターフェースを自動的にスクロールさせるこ
とができる。身体部分をセンサーに接近させ、そして遠ざけると、異なるデバイスを選択
するようにしてもよい。同じことは、各タイプのセンサーの変形において該当し、例えば
、タッチ検知センサーでは、パッド又はエリア上でのタッピングが、z機能をアクティブ
にする各タップで機能を変更し、一旦、機能が選択されると、上/下へのy移動が、TVまた
はラジオに対してチャンネル選択機能をアクティブにし、そしてx(側方)移動が、ボリュ
ームを制御してもよい。さらに、選択機能および、インターフェースは運動の初期の方向
を検知すると、その後のリストスクロール機能および属性値制御機能のような第２の制御
機能を引き起こす、異なる方向の移動が検知されるまで、対応する動作を処理し続けるよ
うにプログラムすることができる。更に、インターフェースは移動パターンあるいは１セ
ットの移動パターンを認識するようにプログラムすることができ、そのパターンは、セキ
ュリティ目的あるいはあらかじめプログラムされた応答のためのアクセス・コードを表わ
すことができる。例えば、ある一連の移動は、室内のすべての照明を、あらかじめプログ
ラムされたセッティングにセットすることに帰着し、TVを予め決めたチャンネルでターン
オンさせ、室温を予め設定した温度に調節する。
【００６３】
　すべての例において、x、yおよびzのような３つの異なる方向の機能は、ボリューム、
明るさ、その他に限定されず、全ての機能が混合されるか、変更されるか、いずれかの方
向での移動により複製され、与えられた方向が、即時に先の方向と区別することができる
ようにされる。言いかえれば、減光タイプのスイッチとしてインターフェースを使用する
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ために、y移動はオン/オフ機能に帰着することができ、x移動は明るくするか/減光する機
能に帰着することができ、z移動は色変更に、あるいはアクティブにされた電球の数に帰
着することができる。二者択一で、いずれの方向への移動が、明るくするか/減光する機
能に帰着することができ、一方、リングのような他のデバイスは、オン/オフ機能か集合
的な制御機能を制御する。　
【００６４】
　すべてのこれらの同一の機能はジョイステックにより制御されてもよく、ジョイステッ
クのx,y,z移動は、ボールまたは身体部分の移動に対応する。選択的に、簡単な矢印やボ
タンを使用できる。
【００６５】
　ラジオ・チューニングについては、チューニングを許可するためにストリップを使用す
ることができ、自身の指をそのストリップの表面を横切ってスライドさせる。希望のステ
ーションが見つかった場合、タップ、あるいは上/下の移動がステーションを選択する。
一旦、選択されると、ストリップに沿った移動は、ボリュームを上げるか低下させる。別
のタップまたは上下の移動が、トーン制御(トレブル/バス)、イコライザー制御、フェー
ド/バランス制御または同種のものに切り替えることができる。
【００６６】
　この発明のMDSおよびインターフェースは、古いものを取り外し、新しいものに差し替
えることにより、改良版と取り替えることができるモジュールである。
【００６７】
　この発明のインターフェースの別の好ましい実施例では、そのインターフェースは、イ
ンターネット・ブラウジング、テレビを見ること、視覚的なモニタリング(赤ん坊など)あ
るいは他の視覚的な活動用のスクリーンを含む。タッチまたは移動が指定されることによ
り(例えば、タッチレスコントローラの場合)、センサーの接近中の移動についての同じ考
えが仮想モデルに組み込まれるように、ボールかx、yあるいはz軸の仮想イメージが表示
される。そのインターフェースはさらにホログラフィーのディスプレイを組込むことがで
き、遠隔のユニットからの投影は、ホログラフィーの投影内の移動でアクティブになる。
ホログラフィーの投影内の移動は、制御可能なデバイスのリストをスクロールすることに
帰着してもよく、一方、所望のデバイスが見えるようになった時、ホログラフィーの投影
内での移動の変化は、デバイスに関連した属性をスクロールするか、単一属性のデバイス
の属性の値の変化に帰着してもよい。もちろん、この分野の当業者の一人は、次のことを
認識すべきである。即ち、このリスト選択―属性制御のスキームは、MDSの個数、および
各デバイスまたはMDSに関連する属性の個数に依存して、多数のリストを順次上下するこ
とを含む。
【００６８】
　この発明のインターフェースは、さらに制御処理へのアクセスを制限するためにセキュ
リティ検知器およびセキュリティ・ソフトウェアを含むことができる。そのインターフェ
ースは、この発明の制御ユニットへのアクセスをコントロールするために虹彩か網膜のス
キャナ、指紋スキャナ、顔のタイプ・スキャナまたは同種のものを含むことができる。
【００６９】
　光学のセンサーも、ノート・コンピューター又は製図タブレット用に、光学のタッチ式
あるいはタッチレスパッドとして使用することができる。光学センサーは、さらにゾーン
、エリアあるいはレンズの前の容積内の移動を検知するために焦点面の組を備えたディジ
タルカメラあるいは、アナログ・カメラ・システムであり得る。その光学のセンサーは、
電磁スペクトルのいずれの領域(これに限定するものではないが、RF、マイクロ波、近IR
、遠IR、可視、UVあるいはそれらの混合か組み合わせ)においても動作できる。さらに、L
CDスクリーンは、どのデバイスが選ばれるか、または温度設定などを識別するために組み
込まれてもよい。さらに、インターフェースは、投影されたイメージ内の仮想制御面を投
影し、そして移動を検知し、検知された移動に基づいた動作を起動することができる。こ
の発明のインターフェースに関連した移動センサーは、音声スペクトルのいずれかの受信
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可能なエリアを用いた聴覚の移動センサーでありえる。もちろん、このインターフェース
は、既知のものと、まだ発明されていない移動センサーとの混合または組み合わせを含む
ことができる。
【００７０】
　センサーの前部の時限保持は、異なる機能をアクティブにするために使用することがで
き、例えば、壁のセンサーについては、センサーの前に指か対象物を短時間保持すること
によって、照明をプリセットレベルに調節させる。一方、保持を継続すると、明るくする
か減光するサイクルが始まり、それは手を取り除くことにより終了する。選択的に、時限
保持が、属性値を変更させる。例えば、属性値が最大の属性値なら、身体部分または対象
物がアクティブゾーンから取り除かれるまで、時限保持は、属性値を所定の速度で減じる
。もし属性値が最小の属性値なら、身体部分または対象物がアクティブゾーンから取り除
かれるまで、時限保持は、属性値を所定の速度で増大する。値が中間のどこかにある場合
、ソフトウェアは任意の選択を許可するかもしれないし、あるいは最大の制御を許可する
方向を選択するかもしれない。もちろん、インターフェースは、初期の移動方向によって
方向が決定されることを可能にできるが、身体部分または対象物がアクティブゾーンから
取り除かれるまで、その時限保持は属性値を変化させ続ける。
【００７１】
　この発明の別のインターフェースは、内部にアクティブな液体を有す外部シェル(透明
又は不透明)を含み、その表面を横切る移動がアクティブな液体の検出可能な移動を生じ
る。
【００７２】
　インターフェースが適正に機能を果たすために必要とされるすべては、リストをスクロ
ールするような、一つのコマンド・フォーマットから、リストから個数を選択することへ
いつ移行すべきであるかを、ソフトウェアが決めることができるに違いないということで
あり、インターフェースによって検知された移動方向の変化により生じる。したがって、
方向変更ルーチンは、あるコマンド・フォーマットから変化する前の与えられた方向から
、別の方向への差、つまり、リストスクロール機能から、リストの個数に関連した属性値
の調整機能への十分な角度変化を許可しないので、ユーザーを失望させることなく、方向
の差は、ソフトウェアがそのような決定(移動方向の認識可能な変化の検出)を行うことを
可能にする程度に十分でなければならない。角度偏差は任意の値であり得るが、その値は
好ましくは初期の方向から±5°、好ましくは初期の方向からの±10°、特に初期の方向
からの±15°である。直交の方向(例えばx、y、またはx、y、z)上で走るようにセットす
るシステムに対して、偏差は±45でのように大きくなり得ることができ、しかし好ましく
は±35°そして特に±25°である。二者択一で、±x°の角度偏差内の与えられた方向の
移動は、単一のデバイスの制御に帰着するが、±x°の角度偏差内の２つのデバイスの中
間の方向の移動は、両方のデバイスの制御に帰着するであろう。値変化の大きさは単一の
デバイス用のそれと比較して同じあるいはより少さく、xの値は、デバイスの方向のアク
ティブ数に依存するが、好ましくは、隣接したデバイスの分離角の1/4以下か、または等
しい。４つのデバイスが、＋x、－x、＋yおよび－yに位置する場合、例えばインターフェ
ースの中心から、＋xおよび＋yに対して45°内の移動は、単一デバイスの速度で、単一デ
バイスの速度の半分で、いずれかの他の前もって設定した、属性値変更の速度でもって、
＋xおよび＋yデバイスの両方の属性を同時に調節するであろう。
【００７３】
　適切な電気的なデバイスおよび(または)、この発明の制御システムおよび(または)スイ
ッチによって制御できる器具は、それに限定されないが、いずれかの電気的なデバイスあ
るいはスイッチによって制御できる属性がある器具を含む。そのような属性の典型的な例
は、それに限定されないが、ON、OFFの強度および(または)振幅、インピーダンス、キャ
パシタンス、インダクタンスあるいは他の制御可能な電気的および/または、電気機械的
な機能、またはデバイスの属性を含む。電気的なデバイスおよび(または)器具の典型的な
例は、それに限定されないが、屋内および/又は屋外の照明または照明備品のような照明
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デバイス、カメラ、オーブン(通常型、対流、マイクロ波、および/または、その他)、皿
洗い機、ストーブ、音響システム、ディスプレイシステム(テレビ、VCR、DVD、ケーブル
ボックス、衛星ボックス、および/又はその他)、警報デバイス、制御システム、医療機器
、ロボット、ロボット制御システム、熱および冷水供給デバイス、エアコンディショニン
グデバイス、暖房設備、換気システム、エアーハンドデバイス、コンピューターおよびコ
ンピューターシステム、化学薬品工場制御システム、コンピューター・オペレーティング
・システムおよび他のソフトウェア・システム、遠隔制御システムまたは同種のもの、あ
るいはそれらの混合あるいは組み合わせを含む。
【００７４】
　この発明のインターフェースによってコントロールするのに従順な、適切なシステムは
、それに限定されないが、多くのソフトウェア製品がインストールされ、いずれかのアナ
ログまたはディジタルの処理ユニットを含み、各ソフトウェア製品は、それに関連する１
つ以上の調整可能な属性を持つ。そのようなソフトウェア製品の典型的な例は、それに限
定されないが、オペレーティング・システム、グラフィックス・システム、ビジネス・ソ
フトウェア・システム、ワード・プロセッサー・システム、インターネット・ブラウザー
、会計制度、軍事のシステム、コントロールシステムあるいは同種のもの、あるいはそれ
らの混合か組み合わせを含む。そのようなソフトウェア製品の典型的な例は、それに限定
されないが、オペレーティング・システム、グラフィックス・システム、ビジネス・ソフ
トウェア・システム、ワード・プロセッサー・システム、インターネット・ブラウザー、
会計制度、軍事のシステム、コントロールシステムあるいは同種のもの、あるいはそれの
混合か組み合わせを含む。
【００７５】
　適切なディジタル処理ユニット(DPU)は、それに限定されないが、多くのデバイスから
入力を受け取ることができ、少なくとも入力のうちのいくつかをデバイスの１つ以上の属
性を制御することを目指した出力に変換することができる、いずれかのディジタル処理ユ
ニットを含む。そのようなDPUの典型的な例は、それに限定されないが、インテル、モト
ローラ、Erricsson、HP、S amsung、日立、NRC、アプライド・マテリアルズ、AMD、サイ
リックス、サン・マイクロシステム、フィリップス、ナショナル・セミコンダクターある
いはマイクロプロセッサーまたはマイクロコントローラの他の製造によって製造されたマ
イクロプロセッサー、マイクロコントローラあるいは他の同種のものを含む。
【００７６】
　適切なアナログ処理ユニット(APU)は、それに限定されないが、多くのデバイスから入
力を受け取ることができ、少なくとも入力のうちのいくつかをデバイスの１つ以上の属性
を制御することを目指した出力に変換することができるどんなアナログ処理ユニットを含
む。そのようなアナログデバイスはアナログ・デバイシーズ社のようなメーカーから利用
可能である。
【００７７】
[この発明の一般的な制御システムの実施例]
　適した移動検知装置は、限定されない、ディジタル・カメラ、光学カメラ、光学のロー
ラーボールデバイス、タッヂパッド、誘導性パッド、容量性パッド、ホログラフィーデバ
イス、レーザートラッキングデバイス、熱デバイス、移動または同様なものを検知できる
いずれかの他のデバイス、またはそのようなデバイスのアレー、またはそれらの結合また
は組み合わせを含む。
【００７８】
　図１Ａを参照すると、この発明のMDS制御システムの好ましい実施例１００が示され、
ユーザーインターフェース１０６および処理および制御ユニット１０８を含むハウジング
１０４を有するMDS１０２を含む。システム１００は、さらに、経路１１２に沿ってユニ
ット１０８とのコマンド連通状態にある多くの電気的なデバイス１１０を含み、連通経路
は図の中で示されるような多くの電線を含むことができ、あるいは当業者で周知なように
無線通信経路であってもよい。インターフェース１０６の表面１１４に対して、表面１１



(20) JP 4061274 B2 2008.3.12

10

20

30

40

50

４の上で、又は表面１１４の近傍で、人間か動物、あるいは動物か人間(示されていない)
によって制御された対象物の第１の方向１１６での移動は、ユーザーが電気的なデバイス
１１０をスクロールすることを可能にし、そして、表面１１４に対して、その表面１１４
上で、又は表面１１４の近傍での第２の異なる方向１１８での移動は、ユーザーが、同時
に、与えられたデバイス１１０を選択し、選択された電気的デバイスの属性値を変更する
ことを可能にし、第２の方向１１８の移動はデバイスの選択に帰着し、移動の方向は、第
２の方向１１８に関連した矢印によって示された正または負の方向での値を変更すること
に帰着する。もちろん、普通の当業者は、方向１１６、１１８は、直交する必要がなく、
また、図１Ａで示したxまたはy方向に本質的に同一である必要がないことに認識すべきで
ある。＋x方向の移動が、デバイスリストを前方の方向へスクロールし、一方、－x方向の
移動がデバイスリストを後方への方向へスクロールすることが認識されるべきである。例
えば＋x方向の移動を検知すると、y方向の移動が検知されるまで、デバイスリストを前方
へスクロールを継続し、y方向の移動を検知した時点で、デバイス選択および属性の制御
が起動されるようにインターフェースをプログラムできることに気づくべきである。
【００７９】
　図１Ｂを参照すると、この発明のMDS制御システムの好ましい実施例１５０が示され、
ユーザーインターフェース１５６および処理および制御ユニット１５８を含むハウジング
１５４を有する中央制御ユニット１５２を含む。中央制御装ユニット１５２は、ここでは
電気ワイヤーとして示された経路１６０を通じて、多くのMDS１０２とコマンドの連通状
態にある。当業者であれば、例えば光ファイバー、同軸ケーブル、ペアより線、シールド
されたペアより線のような、ワイヤー通信経路以外の他のタイプ、または、高周波、超音
波、レーザー、メーザー、IR, 近いIR,マイクロウェーブ、または同種のような、無線通
信経路のいずれかのタイプまたは同様なものに変更可能であることが認識されるべきであ
る。インターフェース１５６の表面１６２に関して、その表面１６２の上方で、又は表面
１６２の近傍での人間あるいは動物の身体部分、あるいは動物か人間の管理下でオブジェ
クト(示されていない)の第１の方向１６４への移動は、ユーザーがMDS １０２をスクロー
ルすることを可能にする。一方、第２の方向１６６での移動が検知された時、インターフ
ェース１５６の表面１６２に関して、その表面１６２の上方で、又は表面１６２の近傍で
の第２の異なる方向１６６への移動は、ユーザーがMDS １０２によって選択された電気的
デバイス１１０をスクロールすることを可能にする。第１の方向１６４の２回目の移動は
、ユーザーが選択された電気的デバイスの属性の値を変更することを可能にし、第１の方
向１６４の移動が検知された場合、その選択はスクロール位置に相当する。したがって、
方向の変化は、選択およびコントロールの両機能を同時にアクティブにさせ、デバイスお
よび関連する属性が選択された後、その制御機能は階層リストを下方へ貫くスクロール機
能あるいは変更属性値機能であり得る。属性の値が増加させられるか減少するかどうかは
、右への移動であるか左への移動であるかによる。右に移動すると、＋のx方向となり、
属性値が増大するが、左への移動は、－のx方向となり、属性値を減少させる。
【００８０】
　もちろん、普通の当業者なら、方向１６４および１６６が直角である必要はなく、また
、ここで示されるように本質的にxか、y方向である必要もないことを認識すべきである。
さらに、異なる３つの方向１６８、１７０および１７２が図１Ｃで示されるように、上に
記述されるのと同じ結果を得るために用いることができる。要求される全ては、ユーザー
インターフェースに対する、あるいはインターフェースのアクティブな検知ゾーン内の身
体部分あるいは、人間か動物の管理下の対象物の移動方向の変更により、１つの選択フォ
ーマット(リストをスクロールすること)からリスト中のメンバーの選択への変更をソフト
ウェアが識別できなければならないことである。方向変更ルーチンが、スクロール選択あ
るいは機能に関連した他のリストを引き起こす前に、与えられた方向からの十分な角度の
偏差を許可しないので、従って、方向の差は、ユーザーの期待に背くことなく、ソフトウ
ェアによる認識を許可するのに単に十分である必要がある。
【００８１】
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　図１Ａでは、各MDS １０２が、ユーザーインターフェース１０６および、処理・制御ユ
ニット１０８を含むハウジング１０４を含むので、各スイッチを備えた独立したユーザー
インターフェースが中央制御ユニット１５２を回避することを許可する。各MDS １０２は
、多くの電線１１２によってユニット１０８に接続された多くの電気的なデバイス１１０
をコントロールする。インターフェース１０６の表面１１４に対して、その表面１１４上
、またはその表面１１４の近傍での、人間あるいは動物の身体部分、あるいは人間か動物
の管理下でオ対象物(示されていない)の第１の方向１１６での移動は、ユーザーが電気的
なデバイス１１０をスクロールすることを可能にし、その表面１１４に対して、その表面
１１４上、またはその表面１１４の近傍での身体部分、の第２の方向１１８での移動は、
選択されたデバイスの属性をユーザーが変更することを可能にする。ここで、第２の方向
１１８の移動は、デバイスの選択に帰着し、そして、移動方向は、正又は負の方向(第２
の方向１１８に関連する矢印により示される)の値に帰着する。もちろん、普通の当業者
なら、方向１１６および１１８が直角である必要がなく、ここに示されるように本質的に
xかy方向である必要がないことを認識すべきである。
【００８２】
　図２Ａを参照すると、この発明のMDS制御システムの別の好ましい実施例２００が示さ
れ、ユーザーインターフェース２０６および処理および制御ユニット２０８を含むハウジ
ング２０４を有するMDS２０２を含む。そのシステム２００は、さらに、経路２１２に沿
ってユニット１０８とのコマンドの連通状態にある多数の電気的なデバイス２１０を含み
、その連通経路は図の中で示されるような多くの電線を含むことができるか、あるいは当
業者で周知なように、無線通信パスであり得る。インターフェース２０６の表面２１４に
対して、その表面２１４上、またはその表面２１４の近傍での、人間あるいは動物の身体
部分(示されていない)の第１の方向２１６での移動は、ユーザーが電気的なデバイス２１
０をスクロールすることを可能にし、その表面２１４に対して、その表面２１４上、また
はその表面２１４の近傍での身体部分の第２の方向２１８での移動は、選択されたデバイ
スの属性をユーザーが変更することを可能にする。ここで、第２の方向２１８の移動は、
デバイスの選択に帰着し、そして、移動方向は、正又は負の方向(第２の方向２１８に関
連する矢印により示される)の値に帰着する。もちろん、普通の当業者なら、方向２１６
および２１８が直角である必要がなく、図２で示されたように本質的にxかy方向である必
要がないことを認識すべきである。
【００８３】
　システム２００も携帯型あるいはユーザーインターフェース２２４および処理・制御ユ
ニット２２６を含むハウジング２２２を有する遠隔制御ユニット２２０を含む。インター
フェース２２４の表面２３８に対して、その表面２３８上、またはその表面２３８の近傍
での、人間あるいは動物の身体部分(示されていない)の第１の方向２３０での移動は、ユ
ーザーが電気的なデバイス２１０をスクロールすることを可能にし、その表面２２８に対
して、その表面２２８上、またはその表面２２８の近傍での身体部分の第２の方向２３２
での移動は、選択されたデバイスの属性をユーザーが変更することを可能にする。ここで
、第２の方向２３２の移動は、デバイスの選択に帰着し、そして、移動方向は、正又は負
の方向(第２の方向２３２に関連する矢印により示される)の値に帰着する。遠隔ユニット
２２０は、有線ベースのおよび／又は無線の通信経路またはリンク２３４により、MDS ２
０２と連通状態にある。
【００８４】
　図２Ｂを参照すると、この発明のMDS制御システムの別の好ましい実施例２５０が示さ
れ、ユーザーインターフェース２５６および処理および制御ユニット２５８を含むハウジ
ング２５４を有する中央制御ユニット２５２を含む。その中央制御ユニット２５２は、電
線２６０を介して複数のMDS２０２に接続される。当業者であれば、前記電線２６０は、
例えば光ファイバー、同軸ケーブル、ペアより線、シールドされたペアより線のような、
ワイヤー通信経路以外の他のタイプ、または、高周波、超音波、レーザー、メーザー、IR
, 近いIR、マイクロウェーブ、または同種のような、無線通信経路のいずれかのタイプま
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たは同様なものに変更可能であることが認識されるべきである。インターフェース２５６
の表面２６２に関して、その表面２６２の上方で、又は表面２６２の近傍での人間あるい
は動物の身体部分(示されていない)の第１の方向２６４への移動は、ユーザーがMDS ２０
２をスクロールすることを可能にする。身体部分が第２の方向２６６に移動した時、その
表面２６２に関して、その表面２６２の上方で、又はその表面２６２の近傍での第２の異
なる方向２６６への身体部分の移動は、スクロール位置により選択され、選択スイッチに
より制御された利用出来る電気的デバイス２１０をスクロールする。第１の方向２６４へ
の２回目の移動は、身体部分が第２の方向２６６への移動が停止し、そして２回目に第１
の方向２６４への移動が開始した時に、スクロール位置により選択された電気的デバイス
の属性の値を、ユーザーが変更することを可能にする。属性の値が増加させられるか減少
するかどうかは、身体部分が右へ移動するのか左への移動するのかによる。右に移動する
と、＋のx方向となり、属性値が増大するが、左への移動は、－のx方向となり、属性値を
減少させる。
【００８５】
　図２Ａでは、各MDS ２０２は、ユーザーインターフェース２０６、および処理・制御ユ
ニット２０８を含むハウジング２０４を含み、個々のユーザーが、中央制御ユニット１５
２を回避する各スイッチとの相互作用を可能にする。各MDS ２０２は、多くの電線２１２
によってユニット２０８に接続された多くの電気的なデバイス２１０を制御する。インタ
ーフェース２０６の表面２１４に対して、その表面の上方またはその表面の近傍での、人
間か動物の身体部分(示されていない)の第１の方向２１６での移動は、ユーザーが電気的
デバイス２１０をスクロールすることを可能にし、その表面２１４に対して、その表面の
上方またはその表面の近傍での、身体部分の第２の方向２１８での移動は、ユーザーが選
択された電気的デバイスの属性を変化させることを許可する。第２の方向への移動は、デ
バイスの選択に帰着し、そして、移動の方向は、第２の方向２１８と関連した矢印により
示された正又は負の方向に帰着する。もちろん、一般の当業者なら、方向２１６および２
１８が直交する必要がなく、また、ここに示されるように本質的なxかy方向である必要が
ないことを認識すべきである。
【００８６】
　システム２００であったように、システム２５０も携帯型または、ユーザーインターフ
ェース２２４および処理・制御ユニット２２０を含むハウジング２２を持つ遠隔制御ユニ
ット２２０を含む。インターフェース２２４の表面２２８に対して、その表面の上方また
はその表面の近傍での、人間あるいは動物の身体部分、あるいは人間あるいは動物の管理
の下で対象物(示されていない)の第１の方向の移動は、インターフェース２５６が直接、
アクティブになっているなら、ユーザーがMDS ２０２をスクロールすることを可能にする
。表面２２８に対して、その表面の上方またはその表面の近傍での、身体部分の第２の方
向の移動は、選択されたMDS ２０２により制御されるデバイス２１０をスクロールするこ
とを可能にする。一方、２回目の第１の方向２３０の運動は、運動方向での変化によって
選択されて、選択された電気的なデバイスに関連した属性の値の変更に帰着する。その遠
隔ユニット２２０は、ワイヤーベース、および／または無線通信路、あるいはリンク２３
４を通じて制御ユニット２５２と連通状態にある。
【００８７】
　図１Ａおよび１Ｂと２Ａおよび２Ｂは、単一のMDSおよび関係したデバイスか、あるい
は個別のMDS(各MDSは関係したデバイスを持つ)を制御する中央制御ユニットとして示され
ているが、各MDSは、デバイスを直接に制御する必要がなく、パワーバンクの一部かもし
れない。したがって、MDSは、パワーバンクあるいはパワーバンクを制御するコンピュー
ターとの電子通信状態にあり、MDSは、パワーバンクのコントローラあるいはユーザーイ
ンターフェース相互作用によってセットされたコマンドを実行するために、パワーバンク
コントローラまたはパワーバンクを制御するコンピュータコマンド信号を送る。さらに、
遠隔制御ユニットは、中央コンピューターへそのコマンドを送ることができ、その中央コ
ンピューターはその後、適切なMDS、パワーバンクあるいはデバイスへのコマンドを送る
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。したがって、この発明のインターフェースおよびMDSは、家庭内のコンピュータ制御お
よびモニタリング・システムに結合でき、コンピューター制御効率を非常に増強し、そし
て、ユーザーの友好的に相互作用を強化する。
【００８８】
[この発明の一般ユーザーのインターフェースの実施例]
　図３Ａ－Ｃを参照すると、この発明のMDSまたは制御ユニット３００の好ましい実施例
が示され、ユーザーインターフェース３０４および処理および制御ユニット３０６を含む
ハウジング３０２を有する。インターフェース３０４の表面３０８へ第１の方向３１０で
接近する人間か動物(示されていない)の身体部分の移動は、デバイスまたはMDSのような
アイテムのリストをユーザーがスクロールすることを可能にする。第２の方向３１２で表
面３０８へ接近する身体部分の移動は、アイテムの別のリストをスクロールすることをユ
ーザーに許可するか、ユーザーがデバイスに関連した属性値を変更させることを可能にす
る。２回目の第１の方向３１０への移動は、ユーザーがアイテムの別のリストをスクロー
ルすることを許可するか、あるいはデバイスに関連した属性の値の変更を可能にすること
、その他を可能にする。そのインターフェース３０４は通信経路３１４経由で制御ユニッ
ト３０６と連通状態にあり、また、制御ユニット３０６は通信経路３１６経由でMDSかデ
バイスと連通状態にある。その経路３１４および３１６は、設計基準に依存して、ワイヤ
ーであるか、あるいは無線であってもよい。この実施例では、ユーザーインターフェース
３１４は、デバイスに接近する移動を検知する比較的に小型のデバイスである。そのよう
なデバイスは、Microsoft株式会社製造の光学式マウスデバイスに用いられるこれらのデ
バイスのようなものである。実際に、マウスは単に、そのようにデバイス上でひっくり返
され、光学平面はわずかに再編成される。
【００８９】
　つぎに図３Ｄ～３Ｆを参照すると、この発明の別の好ましい実施例のMDSまたは制御ユ
ニット３００が示され、ユーザーインターフェース３０４、および処理・制御ユニット３
０６を含むハウジング３０２を含む。人または動物の一部(不図示)のインターフェース３
０４の表面３０８への接触、あるいはその表面３０８への第１の方向３１０への接近は、
デバイスまたはMDSのようなアイテムのリストをユーザーがスクロールすることを可能に
する。一方、身体部分の第２の方向で表面３０８へ接近する移動は、ユーザーが、アイテ
ムの別のリストをスクロールすることを許可するか、デバイスに関連した属性値を変更さ
せることを可能にする。２回目の第１の方向３１０への移動は、ユーザーがアイテムの別
のリストをスクロールすること、又は、デバイスに関連した属性の値を変更させること、
およびその他を可能にする。インターフェース３０４は、通信経路３１４によって制御ユ
ニット３０６と連通状態にあり、また、制御ユニット３０６は、通信経路３１６によって
MDSかデバイスと連通状態にある。その経路３１４および３１６は設計基準に依存して、
ワイヤーあるいは無線であってもよい。この実施例では、そのユーザーインターフェース
３０４は、図３Ａ－Ｃのインターフェースよりも大きく、その表面３０４上の移動を、直
接の接触(例えばマウスパッド)により、あるいは直接の接触無し(例えば表面３０８上の
インピーダンス変化を検知するデバイス)によって検知する。インピーダンスに基づいた
デバイスは、接触のエリアを決定するために、インピーダンス、インダクタンスあるいは
キャパシタンスを見ることができる。方向は続く移動によって決定され、そして移動を移
動奉公に変換する。
【００９０】
　次に図３Ｇ－３Ｉを参照すると、この発明の別の好ましい実施例のMDS又は制御ユニッ
ト３００が示されており、ユーザーインターフェース３０４および処理・制御ユニット３
０６を含むハウジング３０２を備える。人または動物の身体部分(不図示)のインターフェ
ース３０４の表面３０８への接触または、その表面への第１の方向での接近は、ユーザー
がデバイスまたはMDSのようなアイテムのリストをスクロールすることを可能にする。一
方、表面３０８への第２の方向３１２で接近する身体部分の移動は、ユーザーが、アイテ
ムの別のリストをスクロールすること、又はデバイスに関連した属性の値を変更すること
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を許可する。２回目の第１の方向の移動は、ユーザーが、アイテムの別のリストをスクロ
ールすること、あるいはデバイスに関連した属性の値を変更することを許可する。そのイ
ンターフェース３０４は通信経路３１４によって制御ユニット３０６と連通状態にあり、
また、その制御ユニット３０６は通信経路３１６によってMDSかデバイスと連通状態にあ
る。その経路３１４および３１６は設計基準に依存して、ワイヤーあるいは無線であって
もよい。この実施例では、ユーザーインターフェース３０４は、図３Ａ－３Ｃのインター
フェースより大きく、その表面３０８上の移動を、直接の接触または表面３０８への接近
によって検知する。図３Ｄ－３Ｆのインターフェースと違って、これらの図のインターフ
ェースは多くの検知用要素３１８を含むマトリックスデバイスである。ON状態およびOFF
状態を持つ各要素３１８は、移動が生じたかどうか、そしてそうならば、どんな方向かを
断定する。
【００９１】
　次に図４Ａ－４Ｃを参照すると、この発明の３つの好ましい実施例のインターフェース
４００が示されており、ハウジング４０２、選択リング４０４および、x方向４０８およ
びy方向４１０の移動を識別できる移動検出器４１０を備える。そのリング４０４は、接
触を検知できるか接触でアクティブになる。そのリング４０４は、インターフェースによ
って制御可能な個々のデバイスあるいはMDSに対応する個別の位置を含み、あるいは、リ
ング上で身体部分を右回りにあるいは左回りに、移動させることで、リストのスクロール
に帰着するようにしてもよい。
【００９２】
　次に図５Ａ－５Ｃを参照すると、この発明の他の３つの好ましい実施例のインターフェ
ース５００が示されており、ハウジング５０２、選択リング５０４および、x方向５０８
およびy方向５１０の移動を識別できる移動検出器５１０を備える。そのリング４０４は
、接触を検知できるか接触でアクティブになる。そのリング５０４は、スライドノブ５１
２を含むスライド可能なリングであり、そのノブ５１２の位置は、インターフェースによ
って制御可能なデバイスあるいはMDSに対応する。
【００９３】
　次に図６Ａ－６Ｃを参照すると、この発明の他の３つの好ましい実施例のインターフェ
ース６００が示されており、ハウジング６０２、選択リング６０４a－６０４cおよび、x
方向６０８およびy方向６１０の移動を識別できる移動検出器６０６を備える。
各リング６０４a－６０４cは、多数の選択釦６１２を備え、各釦６１２は、インターフェ
ースによって制御可能なデバイスあるいはMDSに対応する。
【００９４】
　次に図７を参照すると、この発明の別の好ましい実施例のインターフェース７００が示
されており、ハウジング７０２、物理的又はコンピューター生成の外側の八辺形７０４お
よび物理的又はコンピューター生成の内側の八辺形７０６ａ－ｄを含む。八辺形７０４の
各頂点７０８ａ－ｈは、インターフェース７００によって制御可能な８つのデバイス(示
されていない)のうちの１つに相当する。ライン７１０ａ－ｈに沿った、あるいは、各ラ
イン７１０ａ－ｈを含む隣接する点線のライン７１４ａ－ｈによって定義された、セクタ
ー７１２ａ－ｈの内の運動は、頂点７０４に対応するデバイスの属性の値を変更する。同
心のエリア７１６ａ－ｅは、与えられた属性値に対応する。身体部分を、頂点７０８ａの
方向に、インターフェース７００の中心位置７１８から同心領域またはゾーン７１６ｃへ
移動し、次いで、ゾーン７１６ｃ内で身体部分を右回りにあるいは左回りに移動させると
、直ちにゾーン７１６ｃに対する同じ属性値あるいは、そのエリアにあるいはゾーン７１
６ｃに対応する比例値に個々の対応するデバイスをセットする。すなわち、１つのデバイ
スが０から１００の範囲の値の属性値を持ち、別のものが０から５００までの範囲の属性
値を持つなら、２つのデバイスの調整はその範囲に比例する。
【００９５】
　この発明のインターフェースの実施例のすべては、選択リスト中のどのアイテムが選択
されているか示す、ユーザーフィードバックデバイスを含むことができる。そのフィード



(25) JP 4061274 B2 2008.3.12

10

20

30

40

50

バックデバイスは、ユニークな方法でユーザーにリスト中のアイテムを識別させるための
任意のデバイスであり得る。そのようなデバイスは、視覚的か、聴覚か、触覚か、あるい
はそれらの混合による。したがって、そのインターフェースは、スクロール動作を行い、
選択されたアイテムを連続的に表示している間、単語、フレーズ、アイコンあるいはその
他同種のものを表示するディスプレイデバイスを含むことができる。その後、そのディス
プレイは、ユーザーによる移動、例えば、スピーカーのための音量指示、シャワーや同種
に対する水温指示に応じて変わる属性値のための範囲指標を含むことができる。そのフィ
ードバックデバイスはまた、さらに、スクロール動作の間に複数のデバイスを告げること
ができ、次に、選択されたデバイスの名前および属性値変更の方向を告げることができる
音声発生器であり得る。そのフィードバックデバイスは、さらに、リスト内の各アイテム
に対する音声コード、光学コードまたは触覚コード、およびスクロール動作中にアイテム
を指示するため、または、選択を認識し、そして属性値の変化の指示を認識するためのユ
ニークなコードを放射できる。
【００９６】
　クリーン・ルーム環境、あるいは、シャワー、浴場あるいはその他同種、プールのよう
な水面下、ホットチューブ、または同種内でこの発明のインターフェースが使用できるよ
うに、この発明のインターフェースも気密および(または)防水に形成できる。慣例的に殺
菌されるか、消毒できるように、このインターフェースは作ることができ、当然、殺菌状
態が逆にインターフェースの電子コンポーネントを傷つることもない。
【００９７】
[リスト選択および属性選択および(または)制御の実例]
　図８Ａ－８Ｇを参照すると、この発明のインターフェースの動作方法８００が示される
。図８Ａを参照すると、インターフェース８００がその初期かアクティブの状態(身体部
分のインターフェースとの接触又はそれへの接近が検知されていない)で示される。イン
ターフェースに関連した選択リスト８０２は、インターフェース８００の下に示され、そ
して実際のリスト表示用のデバイス指示ボックス８０４を含み、これはコンピュータメモ
リ内にのみ存在する。もちろん、リスト８０２とボックス８０４は、インターフェース(
示されていない)に関連したディスプレイに表示できる。リスト８０２は初期状態で示さ
れ、そこでは、アクティブなボックス８０６は、アクティブなデバイスを表わし、ここで
はリスト中の最初のボックスである。図８Ｂを参照すると、インターフェース８００は、
線分８０８の向きの矢印により示された正のx方向での移動を検知し、インターフェース
はリスト８０２をスクロールすることにより、一度に一つのボックス８０４に応答する。
正のx方向の移動は、アクティブなボックス８０６を１つの位置だけ変化させる。図８Ｃ
を参照すると、インターフェース８００は、正のx方向の移動を続いて検知して、リスト
８０２を更にスクロールして、アクティブなボックス８０６を変更する。図８Ｄを参照す
ると、インターフェース８００は、正のx方向の移動を続いて検出し、リスト８０２を更
にスクロールして、アクティブなボックス８０６を変更する。今、負のx方向へ身体部分
をその後移動させると、リスト中の最後のボックスからリスト中の１番目のボックスにス
クロールする処理がなされる。さらに、移動が検知された時のリストの初期状態は、リス
トのいかなる場所でもよい。
【００９８】
　図８Ｃおよび８Ｅを参照すると、インターフェース８００は、線分８１０の向きの矢印
により示された正のy方向での移動を検知し、インターフェースは、アクティブのボック
ス８０６により示されたデバイスをアクティブにすることによって応答する。正のy方向
の移動は、値ゲージ８１２によってアクティブにされたデバイスのアクティブな属性値の
変化を引き起こす。同様に、そのゲージはコンピュータメモリにのみ存在することができ
るか、あるいはインターフェース８００に関連したディスプレイで表示されてもよい。明
かりのような単一属性のデバイスについては、y方向の移動が、光の出力のような属性値
を制御する。図８Ｅの中で示されるように、その属性値はその最小の位置８１４にある。
図８Ｆを参照すると、インターフェース８ＯＯは、正のy方向の移動を検出し続け、検出
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すれば、属性値で、それの最小位置８１４からアクティブな位置８１６(ここではケージ
８１２により示された値の範囲の中間点)に変更させる。もしユーザーが正のy方向へ移動
を止めれば、デバイスの属性値は最大の1/2になる。図８Ｇを参照すると、インターフェ
ース８ＯＯは、正のy方向の移動を検出し続け、検出すれば、属性値で新しいアクティブ
な位置８１８(ここではケージ８１２により示された値の範囲の最大値)に変更する。同様
に、その負のy方向の移動は、属性値の減少を生じさせる。多数の選択リストを持つこの
発明のシステムでは、y方向へ移動の変化は、サブリストをアクティブにし、そして、x方
向へ移動は、選択リストの階層をドリル上昇させるかドリル下降させる。もちろん、ドリ
ル下降(それはyまたはxの移動であり得る)は、結局、図８Ｅ－８Ｇで示されるように、属
性制御の機能性をユーザーに与える。さらに、上昇は、結局、ユーザーにトップのレベル
のリストを与える。これとは別に、リストをドリルすることは、インターフェースをアク
ティブにし、次に、移動を再開するに先立ってセット時に身体部分を更に保持することに
より達成される。休止は、ソフトウェアにより、リスト階層を上へ、あるいはその階層を
下へ移行させる。
【００９９】
　[この発明の制御システムの特定の実施例]
　次に図９Ａを参照すると、この発明の電気的スイッチ装置９００の好ましい実施例が示
されており、少なくとも一つの移動検知フォーム９０２、および移動検知フォーム９０２
を受けとり、指示するように構成されたハウジング９０４を含む。光学のセンサー９０６
は、以後更に詳しく述べるように、移動検知フォーム９０２から物理的な移動信号を受け
取り、そして、その物理的な移動信号を内部制御信号に変換するように構成される。ディ
ジタル処理ユニット(DPU)あるいはマイクロプロセッサー９０８は、光学のセンサー９０
６に接続され、内部制御信号を出力制御信号に変換する。少なくとも１つの独立した電気
的なデバイス９１０は、マイクロプロセッサー９０８に制御されると、それと連通状態に
接続される。
【０１００】
　独立した電気的なデバイス９１０は、現在既知か今後開発される任意の電気的なデバイ
スの形式であってもよい。特に、独立した電気的なデバイス９１０は、照明デバイス９１
２、移動デバイス９１４、セキュリティ・制御デバイス９１６、音響デバイス９１８およ
び(または)温度制御デバイス９２０であってもよい。限定しない説明の目的のために、照
明デバイス９１２はランプでもよく、移動デバイス９１４はAC換気のルーバおよび(また
は)ウィンドウ・ブラインドであってもよく、セキュリティ制御デバイス９１６は、多分
、家庭アラームであってもよく、音声デバイス９１８はステレオ・システムであってもよ
く、そして温度制御デバイス９２０は、恐らく例えば加熱・エアコンディショニングユニ
ットであってもよい。
【０１０１】
　更に図９を参照すると、この発明の図示された実施例は、温度制御デバイス９２０を制
御するために、電気的なスイッチ装置９００を開示する。この実施例では、プレート面９
２２は、当業者で周知なようなユーザー・コントロールを提供する。すなわち、ユーザー
が冷房か暖房を選ベルように、ソフトスイッチ、ボタン、マニュアルの加熱/冷却スイッ
チ９２４が備えられる。さらに、室温は温度ディスプレイデバイス９２６の中で示される
。
【０１０２】
　使用時、移動検知フォーム９０２(ここでは球体の形をなす)は、温度を上げるために矢
９２８の方向に回転され、そして温度を低下させるために矢印９３０の下方向に回転され
る。移動可能なフォーム９０２の物理的な移動は、光学のセンサー９０６によって検知さ
れ、入力制御信号に変換される。この発明の別のフォームでは、移動検知フォーム９０２
は、任意の形態の静止フォーム、フラット、球状か、その他であり、そして、移動検知ユ
ニット９０２に対するユーザーの移動を受け取り、光学センサー９０６へ転送する。いず
れの場合も、これらの入力制御信号は、マイクロプロセッサー９０８に送られ、出力制御
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信号に変換される。その後、これらの出力制御信号は、ユーザーの希望する結果に対応す
るやり方で温度制御デバイス９２０へ送られる。
【０１０３】
　この発明の１つの態様では、１方向(例えば矢印９３２の方向または矢印９３４の方向)
の回転移動可能な検知フォーム９０２は、マイクロプロセッサー９０８にて、多くの独立
した電気的なデバイス９１０のうちの１つの選択のための出力制御信号の生成に帰着する
。例えばこの実施例中の温度ディスプレイデバイス９２６は、回転移動可能なフォーム９
０２の矢印９３２または９３４のいずれかの移動によってどの特定の独立した電気的デバ
イス９１０が選択されたかを表示する。
【０１０４】
　一旦所望の独立した電気的なデバイス９１０が選択されたならば、所望の結果を達成す
るために、ユーザーは移動可能フォーム９０２を、上へり矢印９２８または下への矢印９
３０の方向に移動させる。最も基本的に所望される結果は、それらをターンオンすること
により図示された独立した電気的なデバイス６１０の１つ以上を簡単に操作することに気
付くべきである。以前に示されたように、この発明の電気的なスイッチ９００は、周知な
ような機械的なオンオフスイッチの移動を含んでいない。代わりに図１８に示されるよう
に、この発明の電気的なスイッチ９００は、独立した電気的なデバイス９１０に常に直接
接続されるが、マイクロプロセッサー９０８により与えられた制御により、操作のために
ユーザーにより特定の電気的なデバイス９１０が選択された時、デバイスをアクティブに
するために、十分な電流が流れることを許可する。
【０１０５】
　この発明の別の態様では、一旦所望の独立した電気的デバイス９１０が選択され調整さ
れたならば、回転移動可能なフォーム９０２の継続的な移動は、選択された独立の電気的
デバイス９１０の可変制御を提供する。すなわち、照明は暗くされ、シェードは降下され
、音量は増大され、温度は低下され、アラームは低下され、その他がなされる。この発明
の別の態様では、この可変制御のための出力信号は、回転移動可能なフォーム９０２の移
動が継続する限り、選択された独立の電気的デバイス９１０に対して正常な上昇および下
降の限界に到達するまで、継続する。また、好ましい実施例では、移動検知フォーム９０
２は、静止しており、そして、そのフォームに対するユーザーの移動を光学センサー９０
６に単に送信することに気付くべきである。この点では、「そのフォームに関する」の用
語は「タッチレス(ユーザーは移動検知フォーム９０２接触する必要がない)」の移動を含
み、また、物理的な移動および、静止の移動検知フォーム９０２への接触を含むことにも
注目すべきである。
【０１０６】
　更にこの発明の別の態様では、例えば、単一の電気的デバイス９１０が電気的スイッチ
装置９００に接続されている場合、回転移動フォーム９０２の矢印９３２または矢印９３
４の方向への移動は、その用語がここに用いられたように、そのデバイスをターンオンま
たはターンオフにする。この実施例ではその後、回転可動なフォーム９０２の矢印９２８
または矢印９３０の方向の移動は、消耗したように明るくするか減光するために、独立し
た電気的なデバイス９１０に可変の制御を与える。
【０１０７】
　発明の別の態様では、ハウジング９０４の移動がユーザーに対して、マイクロプロセッ
サー９０８に接続された独立した多数の電気的デバイス９１０から特定の独立した電気的
デバイス９１０を選択することを可能となるように、ハウジング９０４は、矢印９３６、
９３８の方向に移動可能である。この実施例では、その後、移動検知フォーム９０２は、
選択された独立した電気的なデバイス９１０をアクティブにし、および／又は、上述した
ように、選択された電気的デバイス９１０の動作を可変に制御するために用いられてもよ
い。
【０１０８】
　この発明の別の態様では、移動検知フォーム９０２は、図示したように球体の形態であ
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る。確かに、所望され、便利で、美学的に喜ばせるいずれかのフォームも、十分にこの発
明の範囲内である。この発明の別の態様では、移動検知フォーム９０２は照明される。照
明は、現在周知の、または今後開発されるいずれの手段であってもよく、そして、例えば
、終夜灯の機能として役立てもよい。この発明の別の態様では、移動検知フォーム９０２
は、浮遊材料を有する液体で充填されてもよい。この発明の更に別の態様では、ハウジン
グ９０４は、移動検知フォーム９０２が、矢印９４０および９４２の方向に、およびその
反対方向に移動可能となるように構成される。矢印９４０および/または９４２の方向へ
の移動検知フォーム９０２の移動は、選択された独立の電気的デバイス９１０を選ぶ目的
に役立ててもよく、および/または、一旦、所望の独立した電気的デバイス９１０が選択
され、そのデバイスがターンオン、ターンオフされると、例えば、移動検知フォーム９０
２の矢印９２８および９３０の方向へ移動するために、デバイスを動作させる可変制御を
ゆだねる。
【０１０９】
　光学のセンサー９０６は、現在既知の光学センサーあるいは今後開発される光学センサ
ーのいずれの形式であってもよい。例えば、Agilent Technologies 販売の商標名 HDNS-2
000 の光学のセンサーは、この発明のために適した光学センサーである。さらに、この発
明の目的が達成される限り、光学以外の他のセンサーが用いられてもよい。さらに、マイ
クロプロセッサー９０８は、ACパワー装置の多数のグループへのAC電源の大きさを制御す
ることができる任意のマイクロプロセッサー/状態マシン・コントローラである。この発
明の場合には、マイクロプロセッサー９０８への入力制御信号は、移動検知フォーム９０
２に関する物理的な移動を検知する、光学センサー９０６によって生成され、そしてその
移動を、その移動に比例した求積信号に変換する。種々様々の有用な実施例は、この分野
の当業者の技術レベル内にある。例えば、上に議論されたように、この発明の１つの態様
中のマイクロプロセッサー９０８は、ユーザー制御のために２つのタイプの入力求積信号
を検知する。第１の信号は、独立した電気的デバイス９１０のどのグループが制御される
ことになっているか決める。第２の信号は、選択された独立した電気的デバイス９１０に
適用された電圧の大きさを決定し、それにより、可変制御を提供する。適切なマイクロプ
ロセッサー９０８はカリフォルニアのザイログ会社によって開発された商標名 Z8EOO1 10
0PECの集積回路マイクロプロセッサーである。
【０１１０】
　別の実施例におけるマイクロプロセッサー９０８は、RS232またはPS/2のデバイスから
入力信号を受け取る。この構成では、マイクロプロセッサー９０８が、RS232かPS/2のシ
リアル制御回路と連通する。この発明の別の態様として、入力信号は、可視光または赤外
線、熱、圧力、光、磁束、電界の手段および／または振動検知回路の手段によるフォーム
または移動検知のフォームでの移動検知フォーム９０２に関して移動検知から生成されて
もよいことに気付くべきである。
【０１１１】
　図９Ｂを参照すると、この発明の電気的なスイッチ装置９５０の別の好ましい実施例を
示し、ハウジング９５４、透明プレキシガラス・カバー９５８の後ろの光学センサー９５
６、処理ユニット９６０(好ましくはDPU)、ディスプレーユニット９６２およびセキュリ
ティ指紋センサー９６４を含む制御ユニット９５２を含む。その制御ユニット９５２は携
帯型か、あるいは壁、机かカウンターの表面、他の備品か、対象物の中にマウントされて
もよい。関連するマイクロプロセッサー９６６と結合した光学センサー９５６は、物理的
な移動をリスト(メニュー)スクロール機能をアクティブにするかあるいは属性変更機能を
アクティブにするために、検知された移動を用いる処理ユニット９６０への出力信号に変
換する。どんな動作が実行されているか(リストスのクロール、またはデバイスの属性制
御)をユーザーが知るために、処理ユニット９６０はさらにディスプレイ９６２に出力信
号を送る。その処理ユニット９６０は、さらに、指紋センサー９６４(それは装置９５０
を使用するユーザーの認可を確認するために使用される)から出力を受け取る。その光学
センサー９５６は、光学式マウスの中で使用されるHP光学のセンサーを含み、プレキシガ
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ラス・カバー９５８の表面で、あるいはその表面上の与えられた焦点面での運動を検知で
きる。簡略化のために、３つの方向が示される：正のx方向、負のx方向、正のy方向、負
のy方向、正のz方向、負のz方向である。z方向９７２、９７３は、光学センサー９５６の
アクティブなゾーンの内部と外部への移動に関係する。その制御ユニット９５０は、多数
のデバイス９７４への方向に、多数の多重デバイススイッチ９７６(これらは次に多数の
デバイス９７８に接続される)に、または、デバイス９７４および多重デバイススイッチ
９７６(これはデバイス９７８に関連)との混合のいずれかに接続される。その多重デバイ
ススイッチ９７６は、制御ユニット９５０と同一かもしれないし、あるいはそれのユーザ
ーインターフェース、ディスプレイおよび(または)指紋センサーを省いた簡略版であって
もよい。もちろん、スイッチ９７６は、有線の通信リンクまたは無線通信リンク９８０に
よって制御ユニット９５０と連通状態になくてはならない。さらに、制御ユニット９５０
あるいはスイッチ９７６は、それらが断続的にデバイスをターンオン、ターンオフでき、
リンク９８２による十分な範囲の属性のために、デバイスに関連したどんな属性も変える
ことができるように、電気的なデバイス９７６および９７８に接続されなくてはならない
。更に、装置９５０は図１、２および１１－１３に記述されるような遠隔制御デバイスを
含むことができる。
【０１１２】
　[この発明のユーザーインターフェースの実施例]
　図面の次のシリーズは、ユーザーインターフェース設計およびこの発明で使用される構
造の様々な結合を示す。図１０Ａおよび１０Ｂを参照すると、ハウジング９０４はディス
ク形状で、そして移動検知フォーム９０２は回転可能な球体かボールである。図１１Ａお
よび１１Ｂを参照すると、ハウジング９０４は、５つのとがっている星形であり、移動検
知フォーム９０２は、シール状のようなロゴ、企業ロゴあるいはその他同種のものを受け
取るのに適した中央領域９０３を持つ、回転可能な球体かボールである。図１２Ａおよび
１２Ｂを見ること、ハンジング９０４は、ベース９０５の周囲に回転可能な多重にとがっ
ている形状であり、そして移動検知フォーム９０２は、回転可能な半球である。
【０１１３】
　図１３Ａおよび１３Ｂを参照すると、この発明の装置の別の好ましい実施例が示され、
ハウジング９０４内の保持器９０７に一致して、多数の移動検知フォーム９０２を含む。
この発明のこの態様では、文字通りに、電気的デバイス９１０の全体の宇宙が単一の電気
的なスイッチ装置９００内に包含されている。電気的デバイス９１０の重要性か機能は、
全体の「惑星」システムに関する移動検知フォーム９０２のサイズによって表わされる。
確かに、図１０～１２に示された多数の電気的なスイッチ装置９００は、中央制御インタ
ーフェースの管理下で、単一の部屋に、すべての独立した電気的デバイス９１０の広い部
屋の制御を例えば供給する。
【０１１４】
　[この発明のMDSの好ましい実施例の電子回路構成]
　図１４Ａを参照すると、この発明の電気的なスイッチ装置９００(図９)の好ましい実施
例が示される。回路図を参照すると、ポートPB2を通じて電源ラインの周波数を与えて、
マイクロコントローラを同期させるために、要素D１、D２、およびR４は、６０Ｈｚの矩
形波を作成する。その回路図1400は、３つの同一の負荷回路1402ａ－ｃを含み、その内の
一つのみを述べる。R８とOT１は、トライアックTC１(それはランプとしてここに示された
ロードLP１へ電流を流すことを許可する)をトリガーするために絶縁されたコマンド信号
を提供する。PA４からのロー信号は、照明をターンオンする。インダクタL１およびコン
デンサーC１はサージ制限およびEMIフィルタリングを提供し、また、R１はOT１を横切っ
て負荷に平衡を与える。L１は電流サージを低減し、また、C１は電磁気の放射(EMI)を減
少させる。負荷LP１は抵抗性のランプタイプのデバイス(つまり、照明)であるが、パワー
を供給するために電気的エネルギーを要求し、かつ、器具に供給される電流および／又は
電流のいずれかを変えることにより制御されるいずれかのタイプの器具であってもよい。
【０１１５】
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　要素R５、C４およびD３は、Z8 CPUのためにパワーオンリセットを与える。クリスタル 
XTAL1 は、その Z8 CPU を正確な周波数で動作させる。この周波数は、位相制御のアルゴ
リズムによって、器具に電流を流す時間の合計を変えるために用いられ、これにより、照
明を明るくしたり、暗くするように、関係するデバイスに流す電流を増減する。
【０１１６】
　そのZ8EOOIOPECはランプを制御し、かつコマンド信号を解釈するために使用される単純
なマイクロプロセッサーである。そのHDNS-2000は、回転か移動の入力用に用いられる移
動センサーである。要素R７、X１およびLED１はそのHDNS-2000に必要な光を提供する。R
６は、HDNS-2000がPS/2モードに対立するものとして求積出力モードで作動すべきことを
示すプルダウン抵抗である。C５は、HDNS-2000のためにパワーオンリセットを提供し、XT
AL２はHDNS-2000のためにマスタークロックをセットする。
【０１１７】
　図１４Ｂを参照すると、この発明の電気的なスイッチ装置９００(図９)の別の好ましい
実施例の回路図が示される。その回路に関して、要素D１、D２およびR４は、ポートPB２
によって電源ラインの周波数にマイクロコントローラを同期させるために使用される６０
Ｈｚの矩形波を作成する。この図では、３つの同一の負荷回路が示される。簡略化のため
に、１つだけが記述される。R８とOT１は、トライアック TC１(それは負荷LP１へ流す電
流を許可する)をトリガーするために絶縁されたコマンド信号を提供する。PA４からのロ
ー信号は、照明をターンオンさせる。インダクタL１およびコンデンサーC１はサージの抑
制を与え、EMIフィルタ処理およびR１は、OT1を横切った負荷に平衡を与える。L１はサー
ジ電流を低減し、C１は電磁気の放射(EMI)を減少させる。負荷LP１はここでは抵抗性ラン
プのデバイス、つまり電球として示されているが、負荷LP１は他のいずれの電気的なデバ
イスであってもよい。
【０１１８】
　要素 R５, C４ およびD３ は、Z8 CPUに対してパワーオンリセットを与える。クリスタ
ル XTAL１は、 CPU を正確な周波数(ここでは100MHz)で動作させる。この周波数は、位相
制御のアルゴリズムにより、器具に流れる電流の合計時間を変えるために用いられ、これ
により、関係した器具を調光する。同様に、Z8EOOIOPEC は、ランプを制御し、そしてコ
マンド信号を解釈するために用いられる簡単なマイクロプロセッサーである。 
【０１１９】
　図１４Ｃを参照すると、この発明の電気的なスイッチ装置９００(図９)の別の好ましい
実施例の光学絶縁器なしの回路図が示される。その回路に関して、要素D１、D２およびR
４は、ポートPB２を通じて電源ラインの周波数にマイクロコントローラを同期させるため
に使用される６０Ｈｚの矩形波を作成する。この図では３つの同一の回路が示される。簡
略化のために、一つのみを説明する。 PA４からの信号は、トライアック TC１をトリガー
し、照明または他のデバイス LP１をターンオンさせる。
【０１２０】
　要素 R５, C４ および D３は、Z8 CPUにパワーオンリセットを与える。クリスタル XTA
L１ および関連したコンデンサー C６ および C７は、CPU を正確な周波数(ここでは100M
Hz)で動作させる。この周波数は、位相制御のアルゴリズムにより、器具に流す電流の合
計時間を変えるために用いられ、これにより、関連する器具を調光する。同様に、その Z
8EOOIOPEC はランプを制御し、コマンド信号を解釈するために用いられる簡単なマイクロ
プロセッサーである。ポート ＋5, PAＯ, PA１, PA２ および PA３ および抵抗 R１１ お
よびR１２ はクロックおよびデータ関数に関連する。
【０１２１】
　[デバイスの選択および制御のためのソフトウエアの図の実施例]
　図１５Ａ，１５Ｂを参照すると、二つの概念的なフロー図が示される。図１５Ａは２つ
のレベルのアクティブ化プロトコル、デバイス選択および属性制御を示す。図１５Ｂは３
つレベルのアクティブ化プロトコル、スイッチおよび／又はデバイスの選択(リスト)、ま
たはデバイスおよび／又は属性の選択(サブリスト)、および属性制御を示す。図１５Ａを
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参照すると、好ましい２つのレベルのフローチャート1000が示され、この発明のインター
フェース上の移動、またはそのインターフェースへの接近の検知を待つためのスリープス
テップ1002を含む。このスリープのステップ1002は、当業者で周知のプログラミング方法
の任意のもので実施できる。状態のステップ1004で移動が検知されると、制御はYESの分
岐1006に沿って決定アクティブのステップ1008に進み、そうでない時は、NOの分岐1010に
沿ってスリープのステップ1002に進む。もし運動が、状態ステップ1012によって確立され
るようなアクティブな方向の場合、制御はYESの分岐1014に沿ってスクロールアクティブ
ステップ1016に進み、そうでないなら、NOの分岐1018に沿ってスリープのステップ1002に
進む。これとは別に、決定方向ステップ1008および状態ステップ1012は削除することがで
き、そして方向に関係なくどんな運動もスクロールステップ1016の実行に帰着する。
【０１２２】
　状態ステップ1020によって決定されるような移動方向が変化すると、制御は、YESの分
岐1022に沿って変更属性値ステップ1024に進み、方向の変化が属性の変更を可能にする、
方向の変化が検知されたなら、リストから所望のデバイスを選ぶ。そうでない時は、NOの
分岐1026に沿ってスクロールステップ1016に進む。状態ステップ1028により、別の移動が
検知されないか、タイムアウトが生じるまで、その属性は変更される。その後、制御はYE
Sの分岐1030に沿ってスリープステップ1002に進む。そうでない時は、NOの分岐1032に沿
って変更値のステップ1016に進む。
【０１２３】
　図１５Ｂを見ること、好ましい２つのレベルのフローチャート1050が示され、この発明
のインターフェース上の移動、またはそのインターフェースへの接近の検知を待つための
スリープステップ1052を含む。このスリープのステップ1052は、当業者で周知のプログラ
ミング方法の任意のもので実施できる。状態のステップ1054で移動が検知されると、制御
はYESの分岐1056に沿って決定アクティブのステップ1058に進み、そうでない時は、NOの
分岐1060に沿ってスリープのステップ1052に進む。もし運動が、状態ステップ1062によっ
て確立されるようなアクティブな方向の場合、制御はYESの分岐1064に沿ってスクロール
アクティブステップ1066に進み、そうでないなら、NOの分岐1068に沿ってスリープのステ
ップ1052に進む。これとは別に、決定方向ステップ1058および状態ステップ1062は削除す
ることができ、そして方向に関係なくどんな運動もスクロールステップ1066の実行に帰着
する。
【０１２４】
 状態ステップ1070によって決定されるような移動方向が変化すると、制御は、YESの分岐
1072に沿ってスクロールサブリストステップ1074に進み、サブリストがスクロールされる
ことを可能にする、方向の変化が検知されたなら、リストから所望のサブリストを選ぶ。
そうでない時は、NOの分岐1076に沿ってスクロールステップ1066に進む。状態ステップ10
78により決定されるような、移動方向の変化があると、制御は、YESの分岐1080に沿って
変化属性値ステップ1082に進み、属性値を変更することを許可するような方向変化が検出
されたなら、リストから所望のデバイスを選択する。別の移動が検知されないか、タイム
アウトが生じるまで、その属性は変更される、その後、制御はYESの分岐1030に沿ってス
リープステップ1002に進む。そうでない時は、NOの分岐1032に沿って変更値のステップ10
16に進む。そうでないなら、NOの分岐1084に沿ってサブリストスクロールステップ1074に
進む。状態ステップ1086により、別の移動が検知されないか、タイムアウトが生じるまで
、その属性は変更される。その後、制御はYESの分岐1088に沿ってスリープステップ1052
に進む。そうでない時は、NOの分岐1090に沿って変更値のステップ1082に進む。
【０１２５】
　この発明の実施例の記述は、図示の目的のために示されたが、この発明を開示した２０
フォームに特化したり、限定する意図はない。多くの修正および変更が、当業者には明白
である。以上のようにこの発明は、この発明の好ましい実施例に関して述べてきたが、こ
の発明の本旨および範囲の中にある他の実施例も以下のクレームによって定義されること
に気付くべきである。
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【０１２６】
　ここに引用された参照はすべて、参考のためにここに取り込まれる。この発明は十分に
かつ完全に記述したが、この発明の範囲内では、この発明は、添付のクレームの範囲内で
、特別に述べられたもの以外に実施できることが理解されるべきである。この発明は好ま
しい実施例に関連して述べてきたが、この記述を読めば、上述およびクレームのように、
当業者ならこの発明の範囲および趣旨からそれることなく、適した変更および変形が可能
であろう。
【図面の簡単な説明】
【０１２７】
【図１Ａ】単一の多重デバイススイッチを含むこの発明の電気的なデバイス制御システム
の好ましい実施例を示す。
【図１Ｂ】中央制御ユニットおよび図１Ａの多くの多重デバイススイッチを含むこの発明
の電気的なデバイス制御システムの好ましい実施例を示す。
【図１Ｃ】図１Ｂの電気的なデバイス制御システムの別の実施例を示す。
【図２Ａ】単一の多重デバイススイッチおよび携帯型の制御ユニットを含むこの発明の電
気的なデバイス制御システムの好ましい実施例を示す。
【図２Ｂ】中央制御ユニットおよび図２Ａの多くの多重デバイススイッチを含むこの発明
の電気的なデバイス制御システムの好ましい実施例を示す。
【図３Ａ】この発明の好ましいユーザーインターフェースの平面図を示す。
【図３Ｂ】図３Ａの側面図を示す。
【図３Ｃ】図３Ａの側面図を示す。
【図３Ｄ】この発明の別のユーザーインターフェースの平面図を示す。
【図３Ｅ】図３Ｃの側面図を示す。
【図３Ｆ】図３Ｃの側面図を示す。
【図３Ｇ】この発明の別のユーザーインターフェースの平面図を示す。
【図３Ｈ】図３Ｇの側面図を示す。
【図３Ｉ】図３Ｇの側面図を示す。
【図４Ａ】移動センサーおよびアクティブリングを含むこの発明のユーザーインターフェ
ースの平面図を示す。
【図４Ｂ】移動センサーおよびアクティブリングを含むこの発明のユーザーインターフェ
ースの平面図を示す。
【図４Ｃ】移動センサーおよびアクティブリングを含むこの発明のユーザーインターフェ
ースの平面図を示す。
【図５Ａ】移動センサーおよび可動リングを含むこの発明のユーザーインターフェースの
平面図を示す。
【図５Ｂ】移動センサーおよび可動リングを含むこの発明のユーザーインターフェースの
平面図を示す。
【図５Ｃ】移動センサーおよび可動リングを含むこの発明のユーザーインターフェースの
平面図を示す。
【図６Ａ】運動センサー、多くの同心のアクティブなリングエリアあるいは可動リングを
含むこの発明のユーザーインターフェースの好ましい実施例の平面図を示す。
【図６Ｂ】運動センサー、多くの同心のアクティブなリングエリアあるいは可動リングを
含むこの発明のユーザーインターフェースの好ましい実施例の平面図を示す。
【図６Ｃ】運動センサー、多くの同心のアクティブなリングエリアあるいは可動リングを
含むこの発明のユーザーインターフェースの好ましい実施例の平面図を示す。
【図７】複数方向の移動検知および同心のアクティブエリアを含むこの発明のユーザーイ
ンターフェースの別の好ましい実施例の平面図を示す。
【図８Ａ】この発明のユーザーインターフェースに対して、１方向の移動を有する選択リ
ストによるスクロールを示す。
【図８Ｂ】この発明のユーザーインターフェースに対して、１方向の移動を有する選択リ
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【図８Ｃ】この発明のユーザーインターフェースに対して、１方向の移動を有する選択リ
ストによるスクロールを示す。
【図８Ｄ】この発明のユーザーインターフェースに対して、１方向の移動を有する選択リ
ストによるスクロールを示す。
【図８Ｅ】リストからの変更および、検知された移動の方向を変更することによる、属性
値の同時の変化を示す。
【図８Ｆ】リストからの変更および、検知された移動の方向を変更することによる、属性
値の同時の変化を示す。
【図８Ｇ】リストからの変更および、検知された移動の方向を変更することによる、属性
値の同時の変化を示す。
【図９Ａ】図１に示した発明の好ましい実施例の概略図を示す。
【図９Ｂ】図１に示した発明の好ましい実施例の概略図を示す。
【図１０Ａ】ユーザーインターフェースまたは図９のユーザーインターフェースを有する
スイッチの別の好ましい実施例の平面図を示す。
【図１０Ｂ】ユーザーインターフェースまたは図９のユーザーインターフェースを有する
スイッチの別の好ましい実施例の側面図を示す。
【図１１Ａ】ユーザーインターフェースまたは図９のユーザーインターフェースを有する
スイッチの別の好ましい実施例の平面図を示す。
【図１１Ｂ】ユーザーインターフェースまたは図９のユーザーインターフェースを有する
スイッチの別の好ましい実施例の側面図を示す。
【図１２Ａ】ユーザーインターフェースまたは図９のユーザーインターフェースを有する
スイッチの別の好ましい実施例の平面図を示す。
【図１２Ｂ】ユーザーインターフェースまたは図９のユーザーインターフェースを有する
スイッチの別の好ましい実施例の側面図を示す。
【図１３Ａ】ユーザーインターフェースまたは図９のユーザーインターフェースを有する
スイッチの別の好ましい実施例の平面図を示す。
【図１３Ｂ】ユーザーインターフェースまたは図９のユーザーインターフェースを有する
スイッチの別の好ましい実施例の側面図を示す。
【図１４Ａ】この発明の好ましい電気的スイッチ装置の回路図を示す。
【図１４Ｂ】この発明の別の好ましい電気的スイッチ装置の回路図を示す。
【図１４Ｃ】この発明の別の好ましい電気的スイッチ装置の回路図を示す。
【図１５Ａ】この発明のスイッチにおける移動検知および検知された移動の行為のための
好ましいプログラム・フローの概念的なフローチャートを示す。
【図１５Ｂ】この発明のスイッチにおける移動検知および検知された移動の行為のための
別の好ましいプログラム・フローの概念的なフローチャートを示す。
【符号の説明】
【０１２８】
　１００　MDS制御システム
　１０２　MDS
　１０６　ユーザーインターフェース
　１０８　制御ユニット
　１１２　経路
　１１４　表面
　１１６　第１の方向
　１１８　第２の方向
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